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佐
倉
順
天
堂門
人
と
そ
の
広
が
り
門
人
帳
に
み
る
門
人
と
そ
の
史
料
を
め
ぐ
っ
て
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は
じ
め
に
0
『
佐
倉
順
天
塾
社
中
姓
名
録
』
に
み
る
全
国
の
門
人
の
ひ
ろ
が
り
②佐
倉
順
天
堂
門
人
の
史
料
を
め
ぐ
っ
て
③
新出
史
料
『
順
天
塾
姓
名
録
』
に
つ
い
て
おわ
り
に
［論
文
要旨］
　蘭
方
医
佐
藤
泰
然
に
よ
っ
て
佐
倉
本
町
に
開
か
れ
た
蘭
医
学
塾
佐
倉
順
天
堂
に
は
、
日
本
各
地
か
　
　
　
　
て
活
躍
す
る
西
友
輔
と
、
明
治
期
に
官
界
で
活
躍
す
る
茨
城
県
千
代
川
村
出
身
の
塚
原
周
造
の
関
係
ら
多
く
の
塾
生
が
集
ま
り
、
そ
の
数
は
数
千
を
数
え
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
部
の
有
名
な
　
　
　
史
料
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
人
物
以
外
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
適
塾
な
ど
の
よ
う
　
　
　
　
最
後
に
、
調
査
の
過
程
に
お
い
て
塚
原
周
造
関
係
史
料
の
な
か
か
ら
み
つ
か
っ
た
、
彼
が
順
天
堂
に
、
全
時
期
に
わ
た
っ
て
ま
と
ま
っ
た
形
で
門
人
帳
が
残
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
史
料
的
制
約
に
よ
　
　
　
在
塾
中
に
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
順
天
塾
姓
名
録
』
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
門
人
名
に
つ
い
て
は
村
上
一
郎
氏
の
著
書
『
蘭
医
佐
藤
泰
然
』
に
　
　
　
従
来
知
ら
れ
て
い
る
門
人
帳
と
比
較
検
討
し
て
そ
の
分
析
を
試
み
る
。
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
出
身
地
の
記
載
が
な
く
追
跡
調
査
に
は
困
難
を
伴
う
状
況
で
あ
る
。
　そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
本
稿
で
は
、
一
時
期
の
門
人
の
状
況
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
門
人
の
出
身
地
が
記
載
さ
れ
た
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
、
慶
応
元
年
閏
五
月
の
『
佐
倉
順
天
塾
社
中
姓
名
録
』
を
も
と
に
し
た
門
人
の
追
跡
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
詳
細
が
判
明
し
た
門
人
に
つ
い
て紹
介
し
、
そ
の
全
国
的
な
広
が
り
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
　ま
た
、
調
査
に
よ
っ
て
門
人
の
子
孫
の
所
在
が
確
認
で
き
た
、
佐
倉
藩
医
で
明
治
以
降
軍
医
と
し
5
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は
じ
め
に
　
幕
末
期
の
天
保
十
四
年
に
下
総
国
佐
倉
本
町
に
蘭
医
佐
藤
泰
然
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
蘭
医
学
塾
「
順
天
堂
」
に
関
し
て
は
、
戦
前
か
ら
村
上
一
郎
氏
に
よ
る
す
ぐ
れ
た
研
究
で
あ
る
『
蘭
医
佐
藤
泰
然
ー
そ
の
↓
族
門
流
1
』
が
あ
る
。
ま
た
戦
後
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
お
い
て
は
『
順
天
堂
史
』
上
巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
　
そ
の
な
か
で
、
順
天
堂
門
人
に
つ
い
て
の
記
載
は
、
明
治
期
の
医
学
界
に
お
い
て
活
躍
し
た
有
名
な
人
物
に
つ
い
て
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
全
国
各
地
に
お
い
て
活
躍
し
た
無
名
の
人
物
に
つ
い
て
の
記
載
は
と
ぼ
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
　
そ
れ
は
、
順
天
堂
に
は
塾
の
ま
と
ま
っ
た
形
で
の
門
人
帳
が
残
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
史
料
的
な
制
約
に
よ
る
も
の
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
村
上
氏
の
著
作
に
お
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
は
四
一
六
名
の
門
人
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
出
身
地
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
た
め
に
、
そ
の
後
に
つ
い
て
の
追
跡
は
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
　
本
稿
告
で
は
、
数
少
な
い
順
天
堂
門
人
帳
で
、
慶
応
元
年
閏
五
月
に
作
成
さ
れ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
『佐
倉
順
天
塾
社
中
姓
名
録
』
を
手
が
か
り
に
、
全
国
各
地
の
門
人
に
つ
い
て
考
え
て
ゆ
き
た
い
。
0
『
佐
倉
順
天
塾
社
中
姓
名
録
』
に
み
る
全
国
の
門
人
の
ひ
ろ
が
り
　
『
佐
倉
順
天
塾
社
中
姓
名
録
』
は
、
慶
応
元
年
閏
五
月
に
飯
山
藩
の
石
田
子
常
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
九
八
名
の
門
人
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
『
順
天
堂
史
』
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
以
降
有
名
に
な
っ
た
門
人
に
つ
い
て
は
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
す
べ
て
の
人
物
に
つ
い
て
、
『
姓
名
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
出
身
地
に
対
し
て
行
っ
た
調
査
結
果
が
、
『
佐
倉
順
天
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
門
人
調
査
中
間
報
告
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
　
調
査
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
は
こ
の
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
門
人
の
履
歴
等
を
示
す
史
料
な
ど
に
つ
い
て
は
報
告
書
で
は
詳
し
く
述
べ
て
い
な
い
の
で
、
あ
る
程
度
に
つ
い
て
史
料
を
見
い
出
す
こ
と
の
で
き
た
門
人
で
、
『
順
天
堂
史
』
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
人
物
に
つ
い
て
紹
介
し
て
ゆ
き
た
い
。
　
岩
手
県
「奥
州
盛
岡
藩
　
梁
田
東
州
」
　
明
治
十
二
年
十
月
十
五
日
に
岩
手
県
北
閉
伊
郡
岩
泉
に
北
閉
伊
郡
病
院
を
設
立
す
る
と
き
、
内
務
卿
伊
藤
博
文
に
出
さ
れ
た
伺
書
に
医
員
の
ひ
と
り
と
し
て
経
歴
が
書
　
　
　
　
　
ら
　
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
陸
中
国
東
閉
伊
郡
鍬
ヶ
崎
村
居
住
で
四
十
三
歳
、
安
政
三
年
陸
中
国
横
田
村
佐
郷
谷
恕
伯
に
従
っ
て
安
政
六
年
十
一
月
ま
で
三
年
一
カ
月
の
間
洋
法
医
学
内
科
を
修
行
し
た
。
さ
ら
に
文
久
元
年
一
月
よ
り
武
蔵
国
東
京
薬
研
堀
の
織
田
研
寮
の
も
と
で
元
治
元
年
十
二
月
ま
で
洋
法
医
学
内
科
を
修
行
し
た
。
佐
倉
順
天
堂
の
佐
藤
舜
海
の
も
と
で
は
慶
応
二
年
一
月
か
ら
明
治
元
年
五
月
ま
で
二
年
五
カ
月
間
、
洋
法
医
学
外
科
を
修
行
し
て
い
る
。
の
ち
に
、
明
治
五
年
九
月
か
ら
七
年
九
月
ま
で
は
開
拓
使
管
下
の
札
幌
病
院
に
勤
務
し
、
明
治
九
年
七
月
よ
り
十
二
年
七
月
ま
で
岩
手
県
盛
岡
病
院
に
勤
務
し
て
い
る
。
の
ち
、
西
閉
伊
郡
病
院
か
ら
、
明
治
十
三
年
四
月
に
西
閉
伊
郡
横
田
村
に
設
立
さ
れ
た
西
閉
伊
郡
病
院
の
院
長
と
　
　
　
　
（
6
）
な
っ
て
い
る
。
　
宮
城
県
「仙
台
湧
谷
藩
　
角
川
淡
斎
」
　
仙
台
藩
伊
達
家
の
重
臣
で
湧
谷
館
主
伊
達
安
芸
家
中
の
医
師
と
し
て
安
政
四
年
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
限
帳
に
名
前
が
見
え
る
角
川
朔
庵
の
子
と
考
え
ら
れ
る
。
角
川
朔
庵
は
湧
谷
立
丁
に
居
住
し
、
知
行
高
三
貫
一
四
三
文
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
長
崎
に
て
蘭
人
に
西
洋
医
術
を
学
ん
で
帰
郷
し
た
と
い
う
。
角
川
淡
斎
は
慶
応
四
年
の
戊
辰
戦
争
時
の
会
津
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
進
発
軍
に
大
番
医
の
ひ
と
り
と
し
て
名
前
が
で
て
い
る
。
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群
馬
県
「上
州
宮
崎
　
島
田
蹄
一
」
　
学
ん
だ
医
学
塾
名
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
十
二
年
群
馬
県
よ
り
内
科
、
外
科
、
種
痘
の
開
業
免
許
を
う
け
、
生
家
の
宮
崎
（
現
群
馬
県
富
岡
市
宮
崎
）
で
開
業
し
て
　
（
9
）
い
る
。
菩
提
寺
で
あ
る
竜
光
寺
の
墓
碑
銘
に
よ
る
と
明
治
十
四
年
に
三
十
九
歳
で
没
　
　
　
（
1
0
）
し
て
い
る
。
「
上
州
館
林
藩
　
朝
枝
誠
軒
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
明
治
二
年
の
館
林
藩
「
中
小
姓
分
限
帳
」
に
履
歴
記
載
が
あ
る
。
こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
禄
高
は
十
五
人
扶
持
、
薬
種
料
金
一
両
、
薬
学
世
話
役
務
料
金
二
百
疋
。
じ
つ
は
二
本
松
藩
丹
羽
左
京
太
夫
家
中
の
石
川
藤
四
郎
の
子
で
、
文
久
元
年
十
月
二
十
日
に
朝
枝
静
庵
の
養
子
と
な
っ
た
。
文
久
二
年
四
月
二
日
に
御
番
医
師
眼
科
見
習
と
し
て
召
し
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
同
年
四
月
二
十
六
日
に
蘭
学
世
話
務
料
と
し
て
二
百
疋
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
慶
応
元
年
九
月
二
十
九
日
に
御
番
医
師
本
席
、
慶
応
三
年
十
一
月
一
日
に
江
戸
に
お
い
て
奥
医
師
見
習
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
の
分
限
帳
に
は
順
天
堂
に
て
の
医
学
修
行
記
事
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
　
栃
木
県
「
野
州
足
利
　
平
塚
五
朔
」
　
足
利
藩
医
平
塚
承
啓
の
子
で
祖
父
は
平
塚
承
貞
。
祖
父
承
貞
、
父
承
啓
と
も
に
佐
倉
順
天
堂
の
門
人
で
あ
る
と
い
う
。
五
朔
は
順
天
堂
に
学
ん
だ
の
ち
足
利
に
賛
生
堂
　
　
　
　
　
（
1
2
）
医
院
を
開
い
た
。
大
正
五
年
五
月
三
十
一
日
に
六
十
六
歳
で
没
し
、
足
利
市
巴
町
の
法
玄
寺
に
葬
ら
れ
た
。
　
茨
城
県
「
下
総
猿
島
郡
幸
田
新
田
　
高
埜
鳳
策
」
　
明
治
期
に
茨
城
県
飯
島
村
に
済
生
医
院
を
開
業
し
た
高
埜
周
道
の
事
と
考
え
ら
れ
る
。
慶
応
元
年
か
ら
明
治
三
年
ま
で
順
天
堂
に
学
ん
だ
。
つ
い
で
横
浜
に
て
ヘ
ボ
ン
に
学
び
、
明
治
四
年
帰
郷
の
の
ち
開
業
し
た
。
子
孫
の
高
野
家
で
は
『
順
天
堂
方
函
』
な
ど
の
佐
倉
順
天
堂
関
係
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
と
い
う
が
、
未
確
認
で
あ
（1
3
）
る
。
　
埼
玉
県
「武
州
秩
父
　
岩
崎
隆
道
」
　
武
蔵
国
秩
父
郡
下
吉
田
村
の
医
師
岩
崎
玄
貞
の
子
。
岩
崎
玄
貞
は
秩
父
地
方
の
西
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
ユ
）
洋
医
学
の
先
駆
者
で
あ
る
。
隆
道
は
佐
倉
順
天
堂
で
学
ん
だ
の
ち
父
の
後
を
継
い
で
医
師
を
開
業
し
た
。
明
治
四
年
二
月
二
十
二
日
に
岩
鼻
県
よ
り
種
痘
御
用
掛
を
申
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
つ
け
ら
れ
、
村
々
を
廻
村
し
て
い
る
。
明
治
六
年
か
ら
明
治
十
二
年
ま
で
西
吉
田
学
校
、
椋
宮
学
校
の
初
代
校
長
を
つ
と
め
た
。
明
治
四
十
二
年
六
月
二
十
日
に
七
十
一
　
　
　
　
（
1
6
）
歳
で
没
し
た
。
　
長
野
県
「信
州
福
島
藩
　
馬
嶋
了
達
」
　
尾
張
藩
福
島
代
官
所
山
村
家
の
御
医
師
を
勤
め
た
馬
嶋
松
斎
の
子
。
「
御
家
中
系
（1
7
）
譜
」
の
馬
嶋
松
斎
の
項
目
に
は
「
慶
応
二
寅
年
二
月
三
日
、
件
了
達
儀
、
総
州
佐
藤
舜
海
方
江
当
寅
年
よ
り
二
ヶ
年
医
術
修
行
願
之
通
御
免
、
御
手
当
壱
ヶ
年
金
弐
両
御
借
上
之
割
を
以
被
下
置
候
」
と
あ
り
、
慶
応
二
年
二
月
か
ら
佐
藤
尚
中
の
も
と
で
医
術
修
行
を
し
て
い
る
記
載
が
見
ら
れ
る
。
「
信
州
高
遠
在
　
橋
爪
隆
斎
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
明
治
十
三
年
八
月
二
十
六
日
の
自
筆
の
履
歴
で
は
、
「
安
政
二
乙
卯
ノ
ニ
月
ヨ
リ
安
政
六
乙
未
四
月
迄
四
年
ニ
ケ
月
間
、
下
総
国
佐
藤
舜
海
二
随
ヒ
内
外
科
井
産
科
相
学
候
」
と
い
う
順
天
堂
入
門
の
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、
安
政
六
年
四
月
よ
り
高
遠
に
お
い
て
開
業
し
、
廃
藩
ま
で
藩
医
と
し
て
勤
め
て
い
た
。
さ
ら
に
明
治
七
年
五
月
二
日
か
ら
十
三
年
六
月
三
十
日
ま
で
東
京
府
病
院
傭
医
を
勤
め
て
い
た
。
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新
潟
県
「
越
後
新
潟
在
　
榎
並
泰
輔
」
　
越
後
国
中
蒲
原
郡
袋
津
村
（
現
、
亀
田
町
袋
津
）
の
漢
方
医
榎
並
玄
泰
の
子
。
順
天
堂
で
学
ん
だ
の
ち
、
帰
郷
し
て
自
宅
に
「
主
静
堂
」
を
開
い
て
開
業
し
た
。
戊
辰
戦
争
時
に
は
新
発
田
藩
か
ら
徴
収
さ
れ
従
軍
し
た
。
明
治
六
年
七
月
二
十
日
に
三
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
三
歳
で
没
し
、
菩
提
寺
の
円
行
寺
に
葬
ら
れ
た
。
榎
並
泰
輔
の
遺
品
と
し
て
佐
倉
順
天
堂
在
塾
時
に
購
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
解
剖
書
な
ど
の
医
書
や
辞
書
が
伝
わ
っ
て
　
（
2
0
）
い
る
。
　
福
井
県
「越
前
福
井
藩
　
大
岩
貫
一
」
　
福
井
藩
医
大
岩
本
立
の
養
子
、
福
井
県
立
図
書
館
松
平
文
庫
中
の
史
料
に
佐
倉
順
天
堂
に
て
修
行
中
の
記
事
が
「
慶
応
元
丑
七
月
十
三
日
、
貫
一
佐
倉
表
へ
修
行
罷
越
居
り
候
処
当
節
柄
難
渋
之
趣
内
達
も
有
之
候
二
付
、
格
別
之
御
評
議
を
以
右
修
行
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
月
々
金
弐
両
ツ
・
被
下
置
」
と
見
え
る
。
「
越
前
鯖
江
藩
　
土
屋
裕
道
」
　
弘
化
二
年
七
月
十
九
日
に
鯖
江
藩
医
土
屋
得
所
の
子
と
し
て
鯖
江
で
生
ま
れ
る
。
裕
堂
（
堂
）
は
号
。
文
久
元
年
江
戸
に
出
て
大
槻
俊
斎
に
学
び
、
文
久
二
年
五
月
か
ら
順
天
堂
で
学
ぶ
。
慶
応
二
年
四
月
十
二
日
に
無
足
席
表
医
師
に
召
し
出
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
の
ち
ま
た
順
天
堂
に
学
び
、
慶
応
三
年
二
月
に
帰
郷
す
る
。
の
ち
に
土
屋
寛
之
と
改
名
し
、
明
治
四
年
に
長
崎
医
学
校
助
教
、
明
治
八
年
に
岐
阜
県
医
学
校
長
兼
病
院
長
と
な
る
。
官
職
を
辞
し
た
の
ち
、
鯖
江
に
土
屋
病
院
を
開
業
し
た
。
「
越
前
鯖
江
　
山
岸
良
周
」
　
鯖
江
藩
医
山
岸
良
玄
の
子
。
文
久
元
年
十
二
月
十
四
日
家
督
。
明
治
三
年
十
月
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
日
医
学
校
準
副
直
と
な
っ
て
い
る
。
「
越
前
府
中
藩
　
佐
藤
宗
逸
」
　
「
府
中
本
多
家
給
帳
」
文
化
三
年
正
月
条
に
「
礼
式
、
子
供
、
初
而
佐
藤
宗
逸
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
4
）
と
あ
り
、
明
治
二
年
正
月
の
条
に
は
「
奥
医
佐
藤
宗
逸
」
と
あ
る
。
「越
前
勝
山
藩
　
木
原
逸
斎
」
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
『
勝
山
藩
古
事
記
』
の
木
原
大
蔵
の
項
目
に
養
父
と
し
て
木
原
逸
斎
の
名
が
出
て
く
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
安
政
五
年
八
月
よ
り
元
治
元
年
七
月
ま
で
大
野
藩
医
伊
藤
慎
造
に
つ
き
医
学
を
研
究
し
、
慶
応
元
年
六
月
よ
り
四
年
三
月
ま
で
下
総
佐
倉
の
名
医
佐
藤
爵
海
（
舜
海
）
に
従
い
英
国
医
学
な
ら
び
に
内
外
科
研
究
、
慶
応
四
年
四
月
よ
り
明
治
五
年
七
月
ま
で
勝
山
藩
医
を
つ
と
め
、
明
治
十
六
年
十
一
月
二
十
二
日
大
阪
に
て
三
十
九
歳
で
客
死
し
た
、
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
　
ま
た
、
明
治
十
三
年
の
大
津
医
学
校
の
教
授
と
し
て
名
前
が
み
え
る
。
こ
の
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
長
兼
校
長
は
同
じ
順
天
堂
門
人
の
村
治
重
厚
（
謙
造
）
で
あ
る
。
　
滋
賀
県
「
江
州
膳
所
藩
　
村
治
謙
造
」
　
弘
化
三
年
十
二
月
十
二
日
に
京
都
所
司
代
与
力
神
応
轍
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
の
ち
膳
所
藩
士
村
治
家
の
養
子
と
な
っ
た
。
嘉
永
六
年
膳
所
藩
の
黒
田
行
次
郎
に
蘭
学
を
、
安
政
元
年
京
都
の
医
師
秋
元
雲
庵
に
医
学
を
学
ん
だ
。
文
久
元
年
大
垣
の
江
馬
春
齢
に
、
文
久
三
年
か
ら
佐
藤
尚
中
に
医
学
を
学
び
、
の
ち
横
浜
で
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
ブ
ラ
ウ
ン
お
よ
び
タ
ム
ソ
ン
に
英
語
を
学
ん
だ
。
　
明
治
三
年
大
坂
医
学
校
に
入
り
、
卒
業
後
は
軍
医
と
な
っ
た
。
明
治
十
二
年
退
役
し
て
公
立
滋
賀
県
医
院
長
と
な
っ
た
。
明
治
十
八
年
か
ら
は
大
津
に
開
業
し
た
。
明
治
二
十
一
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
滋
賀
県
下
連
合
開
業
医
師
組
合
会
（
後
の
滋
賀
県
医
師
会
）
組
合
長
に
選
出
さ
れ
た
。
　
明
治
二
十
四
年
五
月
十
一
日
の
大
津
事
件
で
、
ロ
シ
ア
皇
太
子
を
襲
っ
た
巡
査
津
田
三
蔵
の
手
当
て
を
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
大
正
五
年
十
二
月
二
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
没
、
大
津
市
の
陸
軍
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。
大
阪
府
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「泉
州
伯
太
藩
　
西
永
隆
甫
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
　
伯
太
藩
士
名
の
記
録
で
あ
る
「
藩
士
兵
卒
員
数
井
従
前
之
禄
扶
持
米
取
調
帳
」
「米
十
石
三
人
扶
持
　
西
永
隆
甫
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
に
ん
だ
。
明
治
元
年
十
二
月
七
日
、
父
の
死
の
た
め
佐
倉
か
ら
の
帰
郷
途
中
で
福
山
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
て
没
し
た
。
享
年
二
十
六
歳
。
医
業
を
継
い
だ
弟
の
山
鳴
誠
三
郎
も
順
天
堂
門
人
と
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
し
て
名
前
が
見
え
る
。
　
島
根
県
「雲
州
松
江
藩
　
清
水
恭
蔵
」
　
松
江
藩
医
清
水
謙
益
の
子
。
清
水
家
は
代
々
松
江
藩
医
で
恭
蔵
で
七
代
目
。
文
久
三
年
十
月
江
戸
に
登
上
り
、
伊
東
玄
朴
、
松
本
良
甫
、
佐
藤
尚
中
に
つ
い
て
慶
応
三
年
八
月
ま
で
西
洋
医
学
を
修
め
た
。
松
江
藩
校
修
道
館
に
西
洋
医
学
校
が
開
設
さ
れ
る
と
き
に
呼
び
帰
さ
れ
て
、
藩
立
殿
町
病
院
に
勤
務
し
て
い
る
。
明
治
九
年
八
月
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
十
八
日
に
松
江
公
立
病
院
院
医
に
任
命
さ
れ
た
。
子
孫
は
現
在
も
松
江
市
内
で
開
業
し
て
い
る
。
　
岡
山
県
「備
中
　
千
原
貫
一
」
　
医
師
千
原
英
舜
の
長
男
と
し
て
天
保
七
年
八
月
十
四
日
生
ま
れ
。
十
二
歳
で
緒
方
洪
庵
に
入
門
し
、
そ
の
後
江
戸
で
医
学
修
行
し
、
慶
応
二
年
帰
郷
し
て
開
業
し
た
。
屋
敷
内
に
庚
申
堂
を
勧
請
し
て
、
「
養
生
湯
」
と
い
う
平
屋
一
棟
を
建
て
宿
泊
医
療
を
行
っ
た
。
明
治
二
十
七
年
四
月
七
日
に
没
し
た
。
弟
の
千
原
卓
三
郎
も
緒
方
洪
庵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
に
学
び
、
明
治
八
年
堺
の
県
立
医
学
校
教
諭
を
勤
め
た
。
「備
中
　
山
鳴
真
平
」
　
山
鳴
弘
斎
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
祖
父
の
山
鳴
大
年
は
長
崎
で
医
学
を
学
び
、
簗
瀬
村
（
現
在
の
岡
山
県
後
月
郡
芳
井
町
簗
瀬
）
で
開
業
し
た
。
こ
の
地
で
い
ち
早
く
種
痘
を
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
　
父
の
山
鳴
弘
斎
も
養
父
の
跡
を
継
ぎ
医
術
を
学
ん
だ
。
足
守
の
除
痘
館
で
緒
方
洪
庵
が
種
痘
を
実
施
し
た
さ
い
の
一
員
と
し
て
名
前
が
あ
る
。
　
真
平
は
儒
学
を
阪
谷
朗
薦
の
興
譲
館
に
学
び
、
医
術
を
順
天
堂
の
佐
藤
舜
海
に
学
　
広
島
県
「備
中
　
窪
田
賢
三
」
　
「
姓
名
録
」
の
記
載
で
は
備
中
と
な
っ
て
い
る
が
、
正
し
く
は
備
後
国
安
那
郡
粟
根
村
金
剛
地
（
現
、
福
山
市
加
茂
町
粟
根
）
の
出
身
で
あ
る
。
阪
谷
朗
盧
の
興
譲
館
で
儒
学
を
学
び
、
順
天
堂
、
大
学
東
校
で
学
ん
だ
が
、
明
治
五
年
九
月
二
十
一
日
卒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
業
を
ま
え
に
し
て
病
没
し
た
。
　
兄
の
窪
田
次
郎
も
安
政
五
年
頃
の
順
天
堂
門
人
で
あ
り
、
明
治
期
に
教
育
、
民
政
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
政
治
の
分
野
で
活
躍
し
た
。
「備
後
福
山
藩
　
緒
方
靖
平
」
　
福
山
藩
医
の
緒
方
家
に
つ
な
が
る
人
物
と
考
え
ら
れ
る
が
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
明
治
二
年
の
「
役
人
帳
」
に
、
「
五
人
フ
チ
緒
方
靖
平
三
十
二
」
と
名
前
が
み
え
る
。
ま
た
、
福
山
に
医
学
校
兼
病
院
で
あ
る
「
同
仁
館
」
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
「
調
合
方
」
と
し
て
名
前
が
出
て
く
る
。
　
熊
本
県
「
肥
後
熊
本
　
田
代
文
基
」
　
代
々
熊
本
藩
医
を
勤
め
た
田
代
家
の
十
三
代
目
と
し
て
天
保
十
二
年
生
ま
れ
た
。
初
め
藩
の
医
学
所
で
あ
る
再
春
館
で
漢
方
医
学
を
学
ん
だ
。
元
治
元
年
五
月
藩
命
に
よ
り
江
戸
に
留
学
し
、
名
倉
知
新
お
よ
び
そ
の
弟
の
名
倉
知
文
の
も
と
で
学
び
、
の
ち
に
佐
倉
順
天
堂
に
て
佐
藤
尚
中
に
学
ん
だ
。
慶
応
三
年
八
月
に
帰
郷
し
て
中
小
性
外
様
御
医
師
と
し
て
藩
に
仕
え
た
。
明
治
元
年
藩
命
に
よ
り
大
坂
に
出
て
、
大
坂
医
学
校
に
て
ボ
ー
ド
イ
ン
に
学
び
、
明
治
四
年
に
帰
郷
し
た
。
帰
郷
後
は
古
城
病
院
医
学
所
及
び
病
院
教
導
と
な
り
、
教
師
と
し
て
招
か
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
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ト
の
口
述
を
翻
訳
し
て
生
徒
に
教
授
し
た
。
明
治
九
年
公
立
通
町
病
院
長
、
明
治
十
年
の
西
南
戦
争
後
は
、
公
立
北
岡
仮
病
院
長
と
し
て
医
務
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、
熊
本
県
下
の
医
事
衛
生
に
尽
力
し
た
。
　
明
治
十
三
年
五
月
地
方
衛
生
会
委
員
、
明
治
十
九
年
飽
田
郡
衛
生
会
（
後
に
医
会
）
会
頭
、
明
治
二
十
三
年
四
月
熊
本
県
医
会
幹
事
、
飽
田
郡
支
会
頭
と
な
り
医
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
の
組
織
結
成
に
尽
力
し
た
。
明
治
四
十
一
年
一
月
二
十
七
日
に
没
し
た
。
　
以
上
、
『
佐
倉
順
天
塾
社
中
姓
名
録
』
に
記
載
さ
れ
た
門
人
に
つ
い
て
、
出
身
地
か
ら
回
答
い
た
だ
い
た
情
報
で
、
経
歴
や
資
料
の
所
在
が
判
明
し
た
人
物
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。
調
査
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い
た
門
人
の
出
身
地
の
諸
機
関
に
感
謝
し
た
い
。
　
本
稿
で
は
史
料
な
ど
の
所
在
情
報
を
ま
と
め
た
の
み
で
あ
る
が
、
今
後
は
史
料
の
所
在
な
ど
が
判
明
し
た
門
人
に
つ
い
て
、
現
地
で
の
調
査
を
す
す
め
て
具
体
的
に
あ
き
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。
②
佐
倉
順
天
堂
門
人
の
史
料
を
め
ぐ
っ
て
　
『
佐
倉
順
天
塾
社
中
姓
名
録
』
に
名
前
が
記
さ
れ
た
門
人
二
名
「
西
友
輔
」
及
び
「塚
原
周
造
」
に
つ
い
て
、
調
査
に
よ
り
子
孫
宅
に
伝
わ
る
史
料
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
順
天
堂
門
人
に
関
係
す
る
史
料
に
つ
い
て
は
い
ま
ま
で
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
以
下
で
調
査
し
た
史
料
に
つ
い
て
紹
介
し
て
ゆ
き
た
い
。
ω
西
友
輔
と
そ
の
史
料
　
『
佐
倉
順
天
塾
社
中
姓
名
録
』
に
塾
頭
と
し
て
出
て
く
る
人
物
に
佐
倉
藩
医
西
友
輔
が
い
る
。
西
家
は
初
代
西
淳
甫
命
光
が
藩
医
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
た
家
で
あ
り
、
以
後
、
善
長
ー
淳
甫
～
友
輔
と
続
く
家
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
7
）
　
佐
倉
藩
堀
田
家
中
の
武
士
の
履
歴
を
集
め
た
「
保
受
録
　
家
老
以
下
新
番
格
迄
」
の
記
載
に
よ
る
と
、
友
輔
の
父
淳
甫
は
漢
方
の
藩
医
で
あ
る
北
村
玄
寿
の
弟
で
、
西
家
の
養
子
と
な
っ
た
。
天
保
十
年
十
月
二
十
七
日
に
西
洋
書
の
研
究
を
命
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
天
保
十
二
年
二
月
、
一
十
七
日
に
は
佐
倉
藩
医
で
蘭
医
鏑
木
仙
庵
と
と
も
に
長
崎
で
の
蘭
学
修
行
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
天
保
十
三
年
十
一
月
に
長
崎
か
ら
江
戸
に
帰
っ
た
の
ち
、
藩
医
と
し
て
活
躍
し
、
嘉
永
二
年
二
月
二
十
三
日
に
藩
の
医
学
所
都
講
と
な
っ
て
い
る
。
万
延
元
年
七
月
九
日
に
亡
く
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
西
淳
甫
は
佐
藤
泰
然
訳
の
「
模
私
篤
牛
痘
篇
」
の
校
訂
者
と
し
て
名
前
が
出
て
く
る
人
　
　
　
（
3
8
）
物
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
　
西
友
輔
は
西
淳
甫
の
長
男
と
し
て
天
保
十
二
年
八
月
三
日
に
生
ま
れ
た
。
　
「
保
受
録
」
に
よ
る
と
、
安
政
六
年
十
一
月
一
日
に
藩
校
に
お
い
て
小
学
、
孟
子
の
講
義
が
済
ん
だ
あ
と
、
安
政
七
年
正
月
十
六
日
に
蘭
方
医
学
修
行
の
た
め
三
年
間
佐
藤
舜
海
に
寄
宿
修
行
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
。
万
延
元
年
八
月
二
九
日
に
亡
父
淳
甫
の
跡
式
二
十
人
扶
持
を
相
続
し
、
給
人
医
師
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
慶
応
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑩
）
年
の
佐
倉
藩
医
制
改
革
に
よ
っ
て
三
等
医
師
と
な
っ
て
い
る
。
西
友
輔
に
つ
い
て
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
彼
自
身
が
書
い
た
履
歴
が
あ
り
そ
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
〔
史
料
一
〕
　
　
　
　
　
履
歴
　
　
西
友
輔
　
実
名
　
文
　
　
　
　
　
　
通
称
　
友
輔
　
　
一
　
生
誕
　
天
保
十
二
年
辛
丑
八
月
十
三
日
　
長
男
　　　　　一一一一
父禄旧住
　　藩居
千
葉
県
下
下
総
国
印
旛
郡
佐
倉
宮
小
路
町
佐
倉
藩
主
堀
田
相
模
守
正
倫
弐
拾
入
扶
持
、
給
人
医
師
西
淳
甫
夙
二
西
洋
医
学
ヲ
志
シ
、
天
保
十
二
年
藩
主
ノ
命
ヲ
奉
シ
長
崎
二
至
リ
和
蘭
学
及
ヒ
内
外
科
医
術
ヲ
修
メ
、
帰
藩
ノ
後
洋
法
医
術
ヲ
藩
内
二
開
ケ
リ
、
母
ハ
同
藩
医
師
串
戸
祐
昌
名
ハ
長
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一
藩
学
成
徳
書
院
二
入
リ
漢
学
ヲ
受
ク
、
同
藩
侍
医
佐
藤
尚
中
二
従
ヒ
蘭
学
並
二
内
外
科
医
術
ヲ
修
ム
明
治
元
年
六
月
藩
兵
二
従
ヒ
上
総
国
佐
貫
二
出
張
ス
、
明
治
五
年
二
月
陸
軍
二
出
身
シ
、
同
月
二
十
四
日
被
任
二
等
軍
医
副
、
東
京
鎮
台
一
番
大
隊
附
属
被
申
附
、
同
年
入
月
十
九
日
東
京
鎮
台
第
四
分
営
出
張
被
申
附
、
同
年
十
一
月
十
日
被
任
一
等
軍
医
副
、
明
治
六
年
一
月
二
十
六
日
東
京
鎮
台
第
七
番
大
体
附
属
被
申
付
、
同
年
三
月
十
五
日
東
京
鎮
台
第
七
大
隊
附
属
如
旧
水
戸
表
出
張
被
申
附
、
同
年
三
月
三
十
日
東
京
鎮
台
宇
都
宮
営
所
出
張
被
申
附
、
同
年
十
一
月
二
十
四
日
帰
京
被
申
附
、
同
年
十
二
月
二
十
二
日
東
京
鎮
台
第
一
聯
隊
第
一
大
隊
附
属
被
申
附
、
明
治
七
年
一
月
十
九
日
被
任
陸
軍
軍
医
副
、
同
年
七
月
十
三
日
被
陸
軍
軍
医
、
同
年
十
一
月
八
日
被
叙
正
七
位
、
明
治
八
年
一
月
二
十
二
日
第
一
軍
管
徴
兵
使
随
行
被
仰
付
、
同
年
六
月
十
六
日
戸
山
学
校
附
被
仰
附
、
同
年
十
一
月
二
十
七
日
陸
軍
本
病
院
第
二
課
出
仕
兼
勤
被
仰
付
、
明
治
十
年
三
月
二
十
一
日
戸
山
学
校
附
被
免
本
病
院
第
一
課
出
仕
被
仰
付
、
同
年
十
一
月
二
日
本
病
院
第
一
課
出
仕
被
免
、
熊
本
鎮
台
病
院
第
一
課
出
仕
被
仰
付
、
同
年
十
一
月
二
十
二
日
鹿
児
島
出
張
病
院
江
被
差
遣
、
鹿
児
島
軍
団
病
院
ノ
残
留
患
者
ヲ
処
置
シ
、
十
一
年
一
月
同
院
引
揚
二
付
熊
本
二
帰
台
ス
、
明
治
十
一
年
一
月
二
十
六
日
熊
本
鎮
台
病
院
第
一
課
出
仕
被
免
本
病
院
第
一
課
出
仕
被
仰
付
、
軍
医
総
監
ノ
命
二
由
リ
帰
途
長
崎
二
至
り
同
県
病
院
二
依
託
セ
ル
西
南
役
ノ
負
傷
患
者
ヲ
処
置
ス
、
同
年
五
月
十
一
日
本
病
院
第
一
課
出
仕
被
免
広
島
鎮
台
病
院
第
一
課
出
仕
被
仰
付
、
同
年
七
月
十
一
日
広
島
鎮
台
病
院
第
一
課
出
仕
被
免
同
院
第
三
課
長
被
仰
付
、
明
治
十
二
年
一
月
十
四
日
第
五
軍
管
徴
兵
検
査
医
官
被
仰
付
、
同
年
一
月
二
十
日
広
島
鎮
台
病
院
第
三
課
長
被
免
同
院
第
一
課
長
被
仰
付
、
同
年
八
月
四
日
御
用
有
之
広
島
県
下
佐
伯
郡
厳
島
二
被
差
遣
、
明
治
十
三
年
九
月
七
日
広
島
鎮
台
病
院
治
療
課
長
心
得
被
仰
付
、
明
治
十
五
年
五
月
十
日
被
任
陸
軍
二
等
軍
医
正
、
同
年
五
月
十
　
　
　
　
一
日
広
島
陸
軍
病
院
治
療
課
長
更
二
被
仰
付
、
同
年
六
月
十
日
広
島
陸
軍
　
　
　
　
病
院
治
療
課
長
被
免
、
熊
本
鎮
台
歩
兵
第
十
三
連
隊
医
官
兼
熊
本
陸
軍
病
　
　
　
　
院
往
診
課
長
被
仰
付
、
同
年
六
月
三
十
日
被
叙
従
六
位
、
同
年
八
月
十
一
　
　
　
　
日
旅
団
二
編
入
シ
筑
前
博
多
へ
出
張
ス
、
同
年
十
二
月
廿
五
日
被
叙
動
五
　
　
　
　
等
賜
双
光
旭
日
章
、
　
こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
西
友
輔
は
順
天
堂
の
佐
藤
尚
中
の
も
と
で
学
び
、
廃
藩
置
県
後
の
明
治
五
年
に
陸
軍
に
出
仕
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
主
に
九
州
の
陸
軍
病
院
に
勤
務
し
た
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
軍
陣
医
学
に
従
事
し
て
い
る
。
陸
軍
を
退
官
し
た
あ
と
、
東
京
牛
込
に
全
生
堂
病
院
を
開
業
し
て
地
域
医
療
に
尽
力
し
た
の
ち
、
明
治
二
十
九
年
八
月
二
十
九
日
に
亡
く
な
り
、
青
山
霊
園
立
山
墓
地
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
　
西
友
輔
の
孫
で
あ
る
故
西
稔
氏
の
妻
で
あ
る
西
美
江
氏
の
も
と
に
は
、
数
は
少
な
い
も
の
の
医
学
書
を
中
心
と
し
て
、
藩
医
で
あ
っ
た
こ
と
を
し
の
ば
せ
る
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
紹
介
し
て
ゆ
き
た
い
。
　
①
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
か
れ
た
資
料
　
、
国
O
O
a
O
目
o
d
O
Φ
オ
．
．
　
和
紙
に
書
か
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
辞
書
で
あ
る
。
奥
付
に
西
友
輔
の
父
で
あ
る
西
淳
甫
の
署
名
が
，
呂
゜
。
管
暑
O
．
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
西
淳
甫
が
オ
ラ
ン
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
2
）
語
の
学
習
の
た
め
に
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
作
成
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
西
淳
甫
が
佐
倉
藩
か
ら
西
洋
書
研
究
を
命
ぜ
ら
れ
た
天
保
十
年
か
ら
、
鏑
木
仙
庵
と
と
も
に
長
崎
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
、
天
保
十
二
年
前
後
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
語
彙
と
し
て
は
、
「
知
覚
」
「
呼
吸
」
「
腕
」
「
薬
」
な
ど
の
人
体
や
医
学
に
関
す
る
用
語
が
多
く
見
ら
れ
る
。
鳥
井
裕
美
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
た
ん
な
る
『
ド
ウ
ー
フ
ハ
ル
マ
』
の
写
し
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
語
彙
も
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
他
の
辞
書
と
の
比
較
検
討
も
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
詳
細
な
検
討
が
課
題
で
あ
る
。
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ま
た
、
こ
の
辞
書
の
巻
末
に
「
丈
ハ
蛇
矛
排
玉
門
縦
横
当
処
怒
風
翻
数
番
挑
戦
血
流
汗
這
裏
唯
聞
口
内
戚
喧
」
と
あ
り
、
こ
の
辞
書
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
西
淳
甫
の
苦
労
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
，
c
o
⑦
ψ
・
6
宮
幕
邑
6
0
力
合
⑦
声
巨
a
P
＜
碧
プ
9
切
o
妻
o
済
巨
豊
⑦
雪
O
忌
o
乞
而
完
三
σ
q
ユ
①
　
o
。
9
｛
甘
P
ユ
O
O
ぺ
．
　
こ
の
書
物
は
洋
紙
に
書
か
れ
て
お
り
、
装
丁
も
洋
装
で
あ
る
。
筆
者
は
オ
ラ
ン
ダ
語
に
つ
い
て
は
無
知
で
あ
る
た
め
、
鳥
井
裕
美
子
氏
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、
ポ
ン
ペ
の
化
学
（有
機
物
、
無
機
物
）
の
講
義
録
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
軍
医
ポ
ン
ペ
は
長
崎
に
て
松
本
良
順
や
佐
藤
尚
中
な
ど
に
す
ぐ
れ
た
医
学
教
育
を
行
っ
た
人
物
と
て
有
名
で
あ
る
。
ポ
ン
ペ
の
講
義
は
医
学
の
み
な
ら
ず
物
理
学
、
化
学
な
ど
に
も
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
化
学
の
講
義
録
は
未
確
認
と
の
こ
と
で
あ
る
。
内
容
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
や
研
究
に
待
ち
た
い
と
思
う
。
　
こ
の
講
義
録
は
、
西
友
輔
が
師
で
あ
る
佐
藤
尚
中
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
確
証
が
も
て
る
史
料
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、
推
定
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。
　
②
訳
書
　
『
孔
夫
子
伝
』
　
こ
の
書
は
奥
書
に
「
泰
西
紀
元
千
八
百
二
十
二
年
和
蘭
紐
宛
波
以
斯
著
皇
国
安
政
四
年
丁
巳
年
夏
五
月
　
佐
倉
巌
淵
鐵
太
郎
訳
」
と
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
か
ら
孔
子
の
伝
記
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
著
者
の
「
紐
宛
波
以
斯
」
（
チ
ュ
エ
ハ
イ
ス
か
）
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
訳
者
の
巌
淵
鐵
太
郎
は
佐
倉
藩
士
で
あ
り
、
蘭
学
を
学
び
の
ち
に
蕃
書
調
所
の
教
授
手
伝
に
あ
げ
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
「
保
受
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
録
　
徒
以
下
末
々
迄
　
上
」
の
記
載
に
よ
る
と
、
嘉
永
七
年
閏
七
月
十
五
日
に
藩
よ
り
西
洋
学
修
行
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
向
三
年
間
江
戸
に
て
手
塚
律
蔵
に
入
門
し
、
安
政
四
年
九
月
七
日
、
安
政
五
年
七
月
二
十
九
日
、
安
政
六
年
二
月
七
日
に
は
さ
ら
に
一
年
宛
修
行
の
延
長
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
都
合
六
年
間
手
塚
の
も
と
で
西
洋
学
を
学
ん
で
い
た
。
そ
し
て
万
延
元
年
十
一
月
二
十
五
日
に
は
藩
か
ら
西
洋
学
世
話
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
藩
校
に
て
藩
士
た
ち
に
教
授
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
訳
書
は
江
戸
の
手
塚
律
蔵
の
も
と
で
西
洋
学
を
学
ん
で
い
る
時
に
訳
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
岩
淵
鐵
太
郎
と
西
友
輔
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
同
じ
佐
倉
藩
に
て
蘭
学
を
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
は
交
流
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
『
埋
仏
利
児
解
剖
書
婦
人
生
育
器
什
篇
膀
胱
篇
』
　
こ
の
書
は
「
箕
作
先
生
訳
」
と
表
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
婦
人
の
生
育
器
に
関
し
て
の
解
剖
書
で
あ
る
。
箕
作
先
生
と
は
箕
作
玩
甫
の
事
と
考
え
ら
れ
、
同
様
の
訳
書
の
類
例
は
確
認
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
著
者
の
「
埋
仏
利
児
」
と
は
フ
ラ
ン
ス
の
「
末
弗
利
而
（
ζ
塁
讐
5
」
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
物
の
著
書
に
つ
い
て
は
、
箕
作
玩
甫
の
蘭
語
か
ら
の
訳
書
が
慶
応
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
大
学
の
所
蔵
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
『
紅
毛
外
科
油
集
　
龍
』
『
紅
毛
外
科
集
　
紅
毛
和
解
集
　
麟
』
『
紅
毛
金
瘡
仕
掛
　
紅
毛
拾
七
伝
　
亀
』
　
年
代
や
著
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
内
容
は
薬
に
つ
い
て
の
処
方
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
③
西
友
輔
の
編
纂
書
　
『
医
語
類
纂
　
解
剖
薬
剤
病
名
之
部
』
　
明
治
二
十
四
年
五
月
に
脱
稿
し
た
も
の
で
、
全
生
堂
主
人
に
よ
っ
て
編
さ
ん
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
全
生
堂
と
は
、
西
友
輔
が
東
京
牛
込
山
吹
町
に
開
業
し
た
病
院
で
あ
る
。
　
以
上
紹
介
し
て
き
た
史
料
は
、
佐
倉
順
天
堂
で
蘭
医
学
を
学
ん
だ
西
友
輔
の
子
孫
宅
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
し
て
貴
重
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
語
や
医
学
に
つ
い
て
は
全
く
の
門
外
漢
で
あ
る
筆
者
の
力
量
不
足
の
た
め
に
く
わ
し
く
紹
介
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
、
オ
ラ
ン
ダ
語
や
医
学
に
造
詣
が
深
い
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
内
容
な
ど
を
解
明
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。
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②
塚
原
周
造
関
係
史
料
　
『
佐
倉
順
天
塾
社
中
姓
名
録
』
の
記
載
に
「
下
総
砂
子
　
塚
原
周
造
」
と
あ
る
。
こ
の
塚
原
周
造
は
医
者
で
は
な
く
、
明
治
期
に
運
輸
、
逓
信
省
の
官
僚
と
し
て
生
き
た
人
物
で
あ
る
。
塚
原
周
造
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
秀
幸
氏
に
よ
り
学
問
形
成
期
の
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
出
身
地
で
あ
る
下
総
砂
子
と
は
、
現
在
の
茨
城
県
結
城
郡
千
代
川
村
大
園
木
に
あ
た
り
、
砂
子
と
は
小
字
名
で
あ
る
。
　
彼
の
伝
記
と
し
て
『
塚
原
夢
舟
翁
』
と
い
う
本
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
履
歴
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
塚
原
周
造
は
弘
化
四
年
に
四
月
二
十
日
に
塚
原
忠
兵
衛
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
地
元
の
千
葉
金
峰
や
益
見
淡
洲
に
漢
籍
を
学
ん
だ
後
、
元
治
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
元
年
に
佐
倉
順
天
堂
に
赴
き
佐
藤
尚
中
に
入
門
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）
　
彼
が
佐
藤
尚
中
に
入
門
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
彼
の
日
記
の
元
治
元
年
十
二
月
十
二
日
の
条
に
は
「
朝
出
酒
々
井
到
佐
倉
、
訪
佐
藤
先
生
門
人
千
原
勘
市
出
而
揖
捜
進
退
、
余
愉
乞
為
門
終
帰
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
佐
倉
の
佐
藤
先
生
（
佐
藤
尚
中
）
の
門
人
の
千
原
勘
市
を
訪
ね
て
い
る
様
子
か
わ
か
る
。
千
原
勘
市
は
、
「
佐
倉
順
天
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
塾
社
中
姓
名
録
」
に
「
備
中
　
千
原
貫
一
」
と
出
て
く
る
人
物
で
あ
る
。
順
天
堂
の
入
門
に
あ
た
っ
て
、
門
人
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
。
た
だ
、
千
原
貫
一
と
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
知
り
合
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
　
　
1
　
順
天
堂
在
塾
中
の
日
記
「
苗
志
梅
」
　
塚
原
周
造
が
正
式
に
佐
藤
尚
中
に
入
門
し
た
の
は
、
元
治
二
年
四
月
十
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
彼
の
日
記
「
龍
志
梅
」
が
残
さ
れ
て
お
り
、
順
天
堂
へ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
入
門
や
蘭
学
を
学
ん
で
い
る
様
子
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
日
記
に
は
入
門
以
降
元
治
二
年
六
月
十
二
日
ま
で
約
ニ
カ
月
に
わ
た
る
記
載
が
続
い
て
い
る
。
　
以
下
、
順
天
堂
在
塾
時
の
塾
生
の
具
体
的
な
生
活
が
わ
か
る
数
少
な
い
史
料
で
あ
る
た
め
、
順
天
堂
在
塾
中
の
部
分
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
〔史
料
二
〕
　
元
治
二
年
龍
志
梅
　
日
銭
誠
求
堂
（
茨
城
県
結
城
郡
千
代
川
村
大
園
木
　
塚
原
宏
一
家
文
書
）
　
（
元
治
二
年
二
月
）
　
十
五
日
　
辛
巳
　
陰
或
雨
少
有
之
　
　
朝
出
小
貝
村
渡
蚕
、
水
航
利
川
、
杭
幡
湖
於
瀬
戸
村
至
佐
倉
、
訪
　
佐
藤
先
　
　
生
、
遂
宿
大
黒
屋
夜
安
藤
　
君
坐
潭
、
余
与
知
己
、
何
個
口
口
口
口
口
十
六
日
　
壬
午
陰
或
雨
　
　
出
佐
倉
至
山
王
宿
丸
屋
　
　
佐
倉
藩
命
駕
徒
卒
等
押
来
僕
持
預
口
宿
丸
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
　
　
　
略
）
　
（
四
月
）
十
一
日
　
乙
亥
　
晴
十
二
日
　
丙
子
　
晴
十
三
日
十
四
日
十
五
日
十
六
日
十
七
日
十
八
日
十
九
日
癸壬癸辛壬庚辛乙庚戊丁
未午巳辰卯寅丑
陰
或
晴
風
緊
陰
欲
雨
晴晴晴
風
雲
出
砂
子
邨
向
成
田
桜
城
、
卒
藤
蔵
川
岸
宿
新
亀
楼
碁
成
田
山
到
佐
倉
城
詰
入
塾
之
故
夜
岡
本
先
生
来
面
謁
寮
大
黒
楼
先
生
上
総
行
事
不
談
謹
待
明
朝
入
塾
父
子
供
与
謁
先
生
家
大
人
帰
郷
、
始
読
蘭
字
、
　
夜
学
同
読
頻
諦
難
成
晴
風
日
中
夜
乃
至
天
明
　
同
陰
風
劇
雨
交
o
f
晴
同同同同
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十九八七六五
日日日日日日
　　　　五
四三ニー月
月日日日小
甲癸壬辛庚巳　戊丁丙乙
辰卯寅丑子亥　戌酉申未
三廿廿
十九八
日日日
廿廿
七六
日日
甲癸壬　辛庚
午巳辰　卯寅
廿廿廿廿廿廿
五四三ニー
日日日日日日
巳戊丁丙乙甲
丑子亥戌酉申
晴
れ
o
f
陰
陰
陰
o
f
雨
陰
o
f
雨
晴晴晴晴陰
雨
晴晴曇
o
f
晴
陰
小
雨
陰
雨
陰晴晴晴晴晴
o
f
雨
陰
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
蘭
字
請
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
同先
生
於
大
黒
屋
某
女
子
之
コ
ロ
ム
フ
ー
ド
、
ヲ
、
ハ
ト
ロ
ギ
ー
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夜
学
求
購
紙
張
　
　
　
　
　
　
　
　
同
ソ
ー
ン
ダ
ク
、
壽
乎
所
思
行
悉
不
行
勉
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夜
学
勉
強
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夜
学
同
、
於
吉
野
屋
先
生
女
切
岩
腫
勉
強
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夜
学
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
当
食
堂
及
講
当
番
　
　
　
　
　
夜
学
ゾ
ン
タ
ク
、
於
講
堂
宴
甚
盛
夜
宿
大
黒
屋
按
摩
永
松
君
酔
顧
朝
起
成
田
山
参
詣
　
　
　
　
　
夜
学
淋
悉
於
学
　
　
　
　
　
　
　
夜
学
淋
悉
於
学
　
　
　
　
　
　
　
　
同
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
十
一
日
　
乙
巳
十
二
日
　
丙
午
十
三
日
　
丁
未
十
四
日
　
戊
申
十
五
日
　
己
酉
十
六
日
　
庚
戌
十
七
日
　
辛
亥
十
八
日
　
壬
子
十
九
日
　
癸
丑
廿
日
　
　
甲
寅
廿
一
日
　
乙
卯
廿
二
日
　
丙
辰
廿
三
日
　
丁
巳
廿
四
日
　
戊
午
廿
五
日
　
巳
未
廿
六
日
　
戊
申
廿
七
日
　
庚
酉
廿
八
日
　
辛
戌
廿
九
日
　
壬
亥
閏
五
月
大
　
一
日
　
　
　
　
癸
子
　
二
日
　
甲
丑
　
三
日
　
丙
寅
　
四
日
　
丁
卯
甲
也
一
日
詫
　
　
陰
風
劇
　
　
　
陰
雨
　
　
　
森
雨
不
休
　
　
　
陰
或
晴
陰
ゾ
ン
タ
ク
、
神
谷
口
・
山
鳴
・
朝
枝
三
氏
与
　
　
　
　
　
　
遊
干
小
林
亭
陰
雨
　
　
　
　
勉
強
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夜
学
陰
或
雨
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
晴
　
　
　
　
　
同
　
　
　
夜
散
歩
　
　
　
　
　
同
晴
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
晴
或
陰
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
陰
或
晴
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
晴
晩
末
騒
雨
雷
鳴
甚
、
休
日
　
　
　
　
　
　
　
同
晴
或
陰
　
　
　
勉
強
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
晴
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
晴晴
　
　
　
　
　
勉
強
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夜
学
晴
旭
来
雲
漠
ス
　
舌
燗
必
須
目
　
　
　
　
　
　
同
晴
或
陰
　
　
　
学
傭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夜
学
雨
　
　
　
　
　
ゾ
ン
タ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
同
陰
雨
　
　
　
　
学
情
惑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
雨
　
　
　
　
　
勉
強
陰
雨
　
　
　
　
同
陰
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
情
倦
　
　
　
　
　
　
勉
強
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夜
学
　
　
　
　
　
　
休
日
喰
糖
餅
　
　
　
　
　
　
勉
強
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夜
学
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廿廿十十十十十十十十十
一 日九八七六五四三ニー十九八七六五
日　日口日日日日口日日日日日日日日
甲癸壬辛庚巳戊丁丙乙甲癸壬辛庚巳戊
申未午巳辰卯寅丑子亥戌酉申未午巳辰
廿
二
日
廿
四
日
廿
五
日
廿
六
日
廿
七
口
廿
八
日
廿
九
日
三
十
日
癸辛庚巳戊丁丙乙
辰卯寅丑子亥戌酉
晴曇雨陰陰
雨
陰
晴
晴陰晴晴晴雨雨雨
或
口
陰陰
雨
陰陰雨雨晴陰
雨
寒
陰
雨
陰晴
勉
強
同同同同休
日
勉
強
同同勉
強
情
林
心
同休
日
会
読
始
工目
・
不
・
い
］
‡
　
’
上
衝
頭
痛
発
擁
食
眠
勉
強
勉
強
情
倦
勉
強
無
心
情
韻
於
学
勉
強
、
、 1
司
、、、、、、、
夜
学
夜
学
同同同夜
学
終
休
日
六
月
　
一
日
　
二
日
　
三
日
　
四
日
　
五
日
　
六
日
　
七
日
　
八
日
　
九
日
癸壬辛庚丁丙乙甲癸
巳辰卯寅丑子亥戌酉
晴
陰
雨
陰
或
晴
晴晴晴雨雨雨雨
菰難講雛欝辮欝雛欝欝謙1
紙．蕗蘇鵡驚阜籏怪な寧灘　　　．懸函℃灘
休
口
勉
強
於
大
黒
屋
施
手
術
情
愁
　
夜
不
能
眠
同同同休
日
寮
於
大
黒
屋
鱗　
鷲
蕗
壕
　
　
鍵
嚢
難
馨
灘
韓
灘
．
。
雛
披
、
難
聾
鱗
　
　
冷
黛
語
窯
㍉
凛
織
繋
　
　
　
　
　
　
，
§
　
葱
　
　
　
　
　
　
蓑
　
活
　
　
　
シ
　
鈴
　
　
ブ
灘
．
　
　
　
ば
　
　
　
　
　
ぷ
㌫
際
昂
　
漬
　
　
－
♪
簸
鴫
　
　
箋
雀
デ
，
ぎ
驚
蕊
　
　
　
　
鳶
嚢
　
　
嘗
羊
顯
　
嫁
　
　
　
ー
霧
δ
嚢
彩
げ
W
籔
　
陰
漁
　
　
　
骸
　
　
　
　
　
奮
菖
黍
霧
影
甲
で
　
　
　
　
．
　
灘
怠
　
　
曳
聾
蔭
鍵
　
壕
、
　
　
　
臼
薗
璽
ぶ
　
冷
s
　
　
　
　
穣
写真1　「龍志梅」（茨城県結城郡千代川村塚原宏一家文書）
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十
日
　
甲
午
　
雨
　
　
　
　
　
勉
強
　
　
十
一
日
　
乙
未
　
朝
来
暫
晴
　
　
会
　
　
十
二
日
　
丙
申
　
晴
　
　
　
　
　
帰
省
、
拝
尊
親
姉
兄
　
こ
の
日
記
に
よ
る
と
、
周
造
は
入
塾
前
の
元
治
二
年
二
月
十
五
日
に
い
っ
た
ん
佐
倉
を
訪
れ
て
大
黒
屋
に
宿
を
と
り
、
か
ね
て
よ
り
の
知
己
で
あ
る
「
安
藤
君
」
と
会
っ
て
談
じ
て
い
る
。
安
藤
君
と
は
『
佐
倉
順
天
塾
社
中
姓
名
録
』
に
で
て
く
る
「
志
州
鳥
羽
藩
　
安
藤
尭
民
」
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
順
天
堂
の
門
人
か
ら
事
前
に
様
子
を
聞
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
そ
れ
か
ら
ニ
カ
月
後
に
順
天
堂
入
塾
の
た
め
佐
倉
を
訪
れ
、
塚
原
周
造
は
入
塾
に
際
し
て
、
四
月
十
二
日
に
「
岡
本
先
生
」
に
挨
拶
を
し
て
い
る
。
岡
本
先
生
と
は
、
『佐
倉
順
天
塾
社
中
姓
名
録
』
に
塾
監
と
し
て
名
前
が
出
て
く
る
岡
本
道
庵
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
岡
本
道
庵
は
の
ち
に
佐
藤
尚
中
の
養
子
に
な
り
、
佐
藤
舜
海
と
改
名
し
て
佐
倉
順
天
堂
を
継
ぐ
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
上
総
行
き
に
よ
り
不
在
で
あ
っ
た
佐
藤
尚
中
に
は
四
月
十
四
日
に
父
と
と
も
に
面
会
し
て
入
塾
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
次
の
四
月
十
五
日
に
「
始
読
蘭
字
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
と
き
か
ら
塚
原
周
造
の
蘭
医
学
修
行
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
　
順
天
堂
塾
生
の
在
塾
中
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
佐
倉
順
天
堂
の
佐
藤
進
に
よ
る
回
　
　
　
（
5
1
）
想
が
あ
る
。
ま
た
、
『
佐
倉
順
天
塾
社
中
姓
名
録
』
の
後
半
に
は
、
慶
応
年
間
の
順
天
堂
の
医
学
教
育
の
内
容
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
先
生
で
あ
る
佐
藤
尚
中
の
原
書
講
義
が
一
日
お
き
に
午
前
中
に
あ
り
、
ま
た
外
科
の
各
種
講
義
が
門
人
会
頭
な
ど
に
よ
り
分
担
し
て
講
義
さ
れ
た
様
子
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
科
目
に
よ
っ
て
講
義
が
行
わ
れ
て
い
る
日
が
決
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
従
来
知
ら
れ
て
い
た
。
　
こ
の
日
記
に
は
元
治
年
間
の
順
天
堂
塾
に
お
け
る
具
体
的
な
生
活
や
勉
学
の
様
子
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
約
ニ
カ
月
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
る
が
、
一
塾
生
の
勉
学
の
様
子
が
う
が
え
る
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。
日
記
の
な
か
に
は
「
勉
強
」
「
夜
学
」
と
い
う
言
葉
が
毎
日
の
よ
う
に
出
て
き
て
、
蘭
医
学
を
学
ぶ
一
青
年
の
意
気
込
み
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）
　
ま
た
、
一
週
間
に
一
日
定
期
的
に
「
休
日
」
「
ゾ
ン
タ
ク
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
蘭
学
塾
に
特
徴
的
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
と
き
は
他
の
塾
生
と
と
も
に
出
か
け
た
り
し
て
い
る
様
子
も
記
さ
れ
て
い
る
。
五
月
十
一
日
の
ゾ
ン
タ
ク
の
時
に
は
、
神
谷
、
山
鳴
、
朝
枝
の
三
名
の
塾
生
と
小
林
亭
で
遊
ん
で
い
る
。
こ
の
三
名
と
も
『
佐
倉
順
天
塾
社
中
姓
名
録
』
に
出
て
く
る
「
濃
州
岩
村
藩
　
神
谷
宗
元
」
「
備
中
　
山
鳴
真
平
」
「
上
州
館
林
藩
　
朝
枝
誠
軒
」
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
　
佐
倉
順
天
堂
の
医
学
教
育
に
お
い
て
は
、
先
生
で
あ
る
佐
藤
尚
中
の
講
義
の
み
で
は
な
く
、
実
際
に
患
者
の
手
術
を
み
て
学
ぶ
と
い
う
特
質
が
あ
る
。
ま
た
、
手
術
な
ど
の
治
療
は
順
天
堂
が
あ
る
佐
倉
本
町
界
隈
の
病
人
宿
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
い
恒
日
記
に
は
「
於
吉
野
屋
先
窃
女
岩
腫
」
「
於
大
黒
屋
施
手
術
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
吉
野
屋
、
大
黒
屋
と
い
う
病
人
宿
と
み
ら
れ
る
場
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
特
に
大
黒
屋
に
つ
い
て
は
、
塚
原
周
造
が
宿
泊
し
て
い
る
様
子
が
日
記
の
記
載
か
ら
う
か
が
え
る
こ
と
か
ら
、
寄
宿
修
行
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
以
上
で
み
て
き
た
塚
原
周
造
の
日
記
は
記
さ
れ
た
期
間
が
短
い
も
の
の
、
順
天
堂
塾
生
の
在
塾
時
代
の
様
子
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
今
後
、
他
の
門
人
の
記
し
た
日
記
等
の
記
録
の
発
掘
に
よ
っ
て
、
順
天
堂
門
人
の
日
常
の
活
動
が
解
明
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
　
　
2
　
「
順
天
堂
日
用
方
函
」
　
ま
た
、
塚
原
宏
一
家
文
書
の
な
か
に
は
『
順
天
堂
日
用
方
函
』
と
い
う
文
書
が
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
5
4
｝
る
。
「
方
函
」
と
は
薬
の
処
方
集
、
薬
剤
書
で
あ
る
「
方
鑑
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
順
天
堂
に
お
け
る
薬
の
処
方
を
し
る
し
た
文
書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
の
裏
に
は
「下
総
砂
子
　
誠
求
堂
」
と
塚
原
周
造
の
日
記
と
同
様
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
周
造
が
順
天
堂
在
塾
時
に
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
内
容
は
清
解
剤
の
製
法
か
ら
は
じ
ま
り
次
の
よ
う
な
薬
の
処
方
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
内
用
剤
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発
汗
剤
、
緩
和
剤
、
強
壮
剤
、
衝
動
剤
、
解
凝
剤
、
滋
養
剤
、
常
用
神
経
剤
、
　
壮
神
飲
、
常
用
ド
剤
、
麻
屈
里
、
清
血
剤
　
モ
ス
ト
、
駆
衆
剤
、
郊
盾
剤
、
　
利
尿
剤
、
梅
毒
奇
効
湯
、
清
暑
湯
、
外
用
剤
　
接
骨
花
零
気
、
温
乳
汁
、
韮
沃
私
葉
、
緩
和
蒸
剤
、
収
剣
含
漱
剤
、
衝
動
剤
、
　
稀
釈
含
漱
剤
丸
薬
之
部
　
万
金
丹
　
細
末
糊
丸
　
将
王
丸
、
排
毒
丸
、
双
求
排
毒
丸
、
桂
鉄
丸
、
単
丸
求
丸
、
鳩
求
丸
、
、
二
味
囎
騨
灘
灘
馨
．
ー
ー
，
嚢
影
騨
欝
講
ふ購
轟
糧
鵜
羅
欝
舞
謹
融
　
、
灘
ー
灘
　
灘
欝
　
載
難
灘
綴
灘
灘
醸
欝
・
…
騒
ぺ
　
召
懇
　
　
　
縫
g
　
緩
㈱
灘
灘
灘
答
灘
ぷ
灘
ぷ
講
：
　
　
　
　
　
　
　
轍
惣
…
・
江
〕
○
、
鍵
ぼ
裟
羅
杖
…
。
芯
嚢
〉
ゴ
巨
籔
丞
．
頴
浮
、
エ
ざ
　
　
×
　
．
こ
ぺ
己
べ
緩
羅
叩
蒸
、
嚢
　
　
煤
タ
　
灘
　
＼
．
衰
・
ぷ
タ
　
　
　
　
㎜
　
　
　
。
　
ぺ
、
　
縫
　
　
・
丁
　
鏡
灘
　
　
　
・
ξ
三
　
　
　
。
鐡
潔
灘
簸
活
難
撚
．
，
，
鍵
難
難
　
鐵
ξ
．
醸
ぶ
、
☆
縢
，
．
．
鰍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
ぺ
　
　
　
鎌
灘
蜜
6
爵
宴
蕎
灘
欝
欝
毒
驚
蕪
総
　
　
纏
貧
縛
議
ぺ
灘
蓬
馨
懇
欝
難
、
灘
騰
灘
雛
　
　
嬢
羅
噺
灘
を
ぽ
　
議
ぎ
ξ
護
霧
　
．
懸
．
…
灘
灘
醗　　
灘
誰
騒
雛
撫
巽
藤
雛
罐
聾
難
縷
§
翼
難
ー
幾
影
嚢
難
彩
影
籔
簸
襲
総
、
・
，
…
濠
。
紘
，
㌶
紗
，
灘
裳
写真2　『順天堂日用方画』（茨城県結城郡千代川村塚原宏　家文書）
　
梅
毒
丸
　
オ
ン
セ
ノ
フ
ー
ル
ト
、
独
尊
地
丸
、
福
布
満
猛
求
丸
、
奇
痘
丸
、
　
救
命
丸
家
法
、
牛
胆
丸
、
石
炭
油
丸
、
吐
蒲
丸
、
失
越
丸
、
金
松
丸
、
常
用
　
駆
虫
丸
、
茎
求
駆
虫
丸
、
憐
魏
丸
、
散
薬
之
部
　
制
酸
散
、
治
癬
散
、
又
方
、
金
求
散
、
加
金
酸
、
古
方
陀
弗
児
私
湯
、
陀
款
　
児
私
散
　
ヤ
ン
先
生
新
方
、
鎮
吐
散
、
越
盾
屋
布
斯
密
醒
刺
列
、
歯
磨
散
、
　
輪
虫
散
、
蓬
砂
　
ポ
ー
ト
ル
、
氷
蓬
散
、
暇
製
食
塩
、
赤
降
求
、
水
薬
之
部
　
梅
毒
丁
哉
、
底
電
癒
瘡
水
、
又
方
、
阿
芙
蓉
．
J
剤
、
黄
金
水
、
清
涼
飲
　
ボ
　
ツ
テ
リ
ヘ
フ
ー
、
癒
癌
水
、
石
灰
水
、
赤
降
水
　
オ
ン
セ
ノ
ヲ
ー
ル
ト
法
、
　
没
菜
丁
剤
、
芸
香
水
、
頭
瘡
癒
テ
后
収
飲
洗
薬
、
治
麻
抜
児
撤
、
竜
脳
精
、
　
痘
瘡
水
　
ウ
ラ
ッ
ト
ワ
ー
ト
ル
、
宍
青
丁
剤
、
硝
砂
加
石
灰
精
、
　
護
刺
児
度
、
新
法
民
至
列
里
精
、
銘
覚
醒
、
鉛
醒
略
方
、
消
酸
銀
水
、
健
胃
　
．
J
幾
、
格
別
□
預
防
、
皓
亜
水
、
舛
亜
水
、
糖
亜
水
、
単
亜
水
、
福
布
満
水
、
　
竜
銘
水
、
神
験
水
、
緩
和
収
飲
水
、
蓬
芦
水
、
二
呑
水
、
鹸
砂
神
効
水
、
消
　
盤
水
、
排
膿
毒
収
飲
水
、
消
酸
銀
水
、
瘍
防
水
、
止
膿
水
、
丹
毒
膿
防
水
、
　
三
味
収
飲
水
、
亜
銘
花
水
法
、
眼
膏
之
部
　
単
亜
銘
花
膏
、
赤
鉛
膏
、
銀
竜
膏
、
梅
毒
膏
、
痛
風
膏
、
硝
酸
膏
、
硝
酸
銀
、
　
失
赤
膏
、
仮
編
霜
、
華
醒
膏
、
除
磐
膏
、
赤
阿
膏
、
赤
蓉
膏
、
清
酸
銀
膏
、
　
蓬
砂
膏
、
白
降
膏
、
膏
薬
之
部
　
水
銀
軟
膏
、
鉛
膏
、
君
王
膏
一
方
、
君
王
膏
二
方
、
代
指
塗
薬
、
水
銀
病
二
　
用
ユ
ル
膏
、
神
効
石
製
　
　
方
、
吐
潤
石
膏
、
製
法
之
部
　
薄
荷
油
製
法
、
石
灰
水
　
舎
利
別
等
分
、
又
方
、
保
元
丹
、
口
中
塗
承
、
亜
　
迩
多
亜
舎
利
別
、
ア
ン
タ
ラ
コ
カ
リ
、
二
ー
ニ
ト
膏
方
、
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外
用
之
部
　
　
　
温
瘡
石
鹸
膏
、
又
方
モ
ス
ト
、
ハ
ン
サ
ム
オ
ボ
テ
ル
ト
フ
、
顔
面
承
、
印
嚢
　
　
　
欣
衡
塗
摩
剤
、
癬
疸
ヲ
治
ス
ル
撒
布
膏
、
安
多
古
加
里
製
法
、
沃
実
醒
丁
籔
　
　
　
チ
ン
キ
チ
ラ
オ
ジ
ー
四
維
、
ヒ
ド
リ
オ
ダ
ス
ポ
ッ
ト
ア
ス
軟
膏
、
舎
民
ハ
ル
　
　
　
サ
ム
膏
、
コ
メ
ス
散
膏
、
　
こ
の
史
料
で
処
方
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
な
か
に
は
、
蘭
方
に
よ
る
薬
の
処
方
と
は
言
い
難
い
も
の
も
あ
る
が
、
モ
ス
ト
、
ワ
ー
ト
ル
な
ど
の
医
薬
書
を
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
製
薬
法
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
塚
原
周
造
が
順
天
堂
で
西
洋
医
術
を
修
行
し
た
当
時
の
薬
の
処
方
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
史
料
で
あ
る
。
③
新
出
史
料
『
順
天
塾
姓
名
録
』
に
つ
い
て
　
順
天
堂
門
人
塚
原
周
蔵
の
関
係
史
料
の
な
か
に
、
『
順
天
塾
姓
名
録
』
（
以
下
『
姓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
名
録
A
』
と
略
）
と
い
う
文
書
が
あ
る
。
こ
の
史
料
に
年
代
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
塚
原
周
造
が
順
天
堂
に
在
塾
し
た
元
治
二
年
に
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
順
天
堂
の
門
人
帳
と
し
て
は
、
慶
応
元
年
閏
五
月
『
佐
倉
順
天
塾
社
中
姓
名
録
』
（以
下
『姓
名
録
B
』
と
略
）
が
こ
れ
ま
で
唯
一
の
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
門
人
帳
は
新
出
の
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
　
こ
の
文
書
は
罫
紙
八
枚
を
綴
っ
た
竪
帳
で
あ
り
、
表
紙
に
『
順
天
塾
姓
名
録
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
表
紙
裏
に
「
舜
海
佐
藤
先
生
総
州
小
見
川
之
人
」
と
あ
り
、
下
総
佐
倉
藩
の
西
友
輔
を
筆
頭
に
九
十
六
名
の
門
人
名
が
出
身
地
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
〔
史
料
三
〕
『
順
天
塾
姓
名
録
』
（
茨
城
県
結
城
郡
千
代
川
村
大
園
木
　
塚
原
宏
一
家
文
書
）
　
　
（
表
紙
）
　
　
「
順
天
塾
姓
名
録
」
　
　
舜
海
佐
藤
先
生
総
州
小
見
川
之
人
　
　
ぐ
　
　
こ
　
　
ζ
　
　
ζ
　
　
ζ
　
　
ζ
　
　
ζ
　
　
ζ
　
　
ζ
　
　
ζ
　
　
ζ
　
　
ぐ
　
　
ζ
順
天
塾
姓
名
録
下
総
佐
倉
藩
同
　
藩
同同同同武
州
秩
父
越
後
長
岡
藩
三
河
安
城
村
上
州
館
林
藩
相
州
小
田
原
藩
志
州
鳥
羽
藩
羽
州
米
沢
藩
備
　
中
越
前
福
井
藩
同讃
岐
高
松
上
　
州
三
州
刈
谷
藩
越
前
府
中
藩
同
　
（
波
）
丹
羽
笹
山
藩
肥
前
佐
賀
藩
同
　
藩
越
前
大
野
藩
西
　
友
輔
三
好
隆
玄
吉
村
陽
庵
飯
塚
信
庵
岡
本
道
庵
小
田
舜
泰
岩
崎
隆
道
長
谷
川
泰
一
郎
中
根
退
蔵
森
松
道
甫
鈴
木
隆
斎
安
藤
尭
民
磯
野
恒
徳
千
原
貫
一
山
本
淳
良
盧
野
三
省
森
里
謙
造
小
林
良
斎
浅
井
恭
甫
渡
辺
静
寿
佐
藤
宗
逸
渡
辺
万
治
郎
永
松
東
海
相
良
元
貞
中
村
　
斎
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同越
後
ヲ
チ
ヤ
　
　
⌒
盛
）
奥
州
森
岡
藩
同上
総
飯
野
藩
　
　
⌒
伯
太
力
）
泉
州
太
伯
藩
下
総
佐
倉
藩
上
州
足
利
武
州
広
瀬
越
前
福
井
藩
同
土
田
禮
造
木
村
東
民
梁
田
東
洲
佐
郷
谷
沖
琢
海
津
昌
哲
西
永
隆
甫
島
田
綱
助
平
塚
五
朔
横
田
隆
碩
大
岩
貫
一
妻
木
立
斎
難
難
灘
難
難
繋
灘
．
難
購蹴
鞘
，
　
　
　瑠
羅
総
羅
癒
礁
曙
盟
洲
ζ
撮
難
擢
楳
難
盟
構
蕪
輯
灘
轄
羅
へ　
　
　
5
灘
渓
躍
縫
鷺
…
～
鞍
難
灘
轟
蕪
辮
～　
　
　
磁
　
　
　
　
　
　
　
彰
冥
灘
・
灘
、
躍
羅
熱
絹
灘
灘
離
饗
∵
錘
灘
じ
聾
欝
灘
雛
灘
難
難
雛
繍
灘
騰
写真3　『順天塾姓名録』（茨城県結城郡丁・代川村塚原宏家文書）
同同非庸
　
　
麦
イ
　
　
　
f
羽
州
庄
内
藩
濃
州
岩
村
藩
下
総
佐
倉
備
　
中
越
前
福
井
門
マ
マ
一
江
　
江
州
膳
所
藩
允
久
　
　
日
馬
　
　
ナ
駿
　
州
伊
豆
網
代
上
州
館
林
藩
上
　
総
三
州
浜
松
甲
州
吉
田
雲
州
松
江
藩
野
州
足
利
備
後
福
山
藩
信
州
飯
山
藩
伊
予
松
山
藩
肥
後
熊
本
藩
上
州
宮
崎
ト
‥
　
十
　
一
　
　
　
戊
奥
州
会
津
藩
越
前
勝
山
藩
奥
州
会
津
藩
野
村
信
平
勝
澤
一
宇
窪
田
賢
三
榊
原
玄
辰
神
谷
宗
元
和
田
栄
軒
山
鳴
真
平
星
野
道
的
村
治
謙
造
朝
川
濤
平
大
野
静
庵
相
磯
敬
一
．
一
朝
枝
誠
軒
海
保
春
造
近
藤
　
鼎
渡
辺
甲
太
郎
清
水
恭
徳
豊
島
方
斎
緒
方
靖
平
石
田
松
庵
田
中
良
弼
樋
口
立
卓
島
田
帰
一
仁
木
坦
道
佐
藤
真
蔵
木
原
逸
斎
田
中
春
台
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紀
州
熊
野
　
熊
野
　
　
　
　
　
ぐ
　
ζ
奥
州
松
前
伊
予
松
山
濃
　
州
濃
州
大
垣
新
田
藩
日
州
佐
土
原
藩
同
　
藩
越
前
勝
山
濃
州
大
垣
新
田
藩
丹
後
田
辺
藩
下
総
古
河
藩
遠
州
横
須
賀
藩
「以
下
異
筆
」
竹
之
内
主
殿
長
内
厚
篤
岡
田
大
同
笠
原
兵
衛
梶
原
鉄
之
助
検
本
春
策
三
　
善
民
南
条
良
甫
奥
村
　
斎
小
川
桐
斎
川
口
戌
斎
上
毛
金
山
麓
太
田
之
人
加
州
藩
江
府
下
谷
住
人
若江阿庄彦若加ナH　　　　　ナト1　　　　　　　ナト1　ナト｜
藩都藩内根藩藩
武
州
杉
戸
江
　
都
塚
越
良
三
林
　
久
馬
古
山
亮
宇
子
　
通
称
口
口
坂
井
惣
太
夫
井
汲
新
太
郎
脇
　
　
力
大
井
英
之
助
竹
中
銀
之
進
河
合
詮
吉
郎
井
坂
静
太
郎
　
　
　
正
名
管
原
寿
喜
代
河
　
　
亘
　
以
上
記
載
さ
れ
て
い
る
人
物
の
名
前
や
出
身
地
に
つ
い
て
は
、
『
姓
名
録
B
』
の
記
載
と
共
通
し
て
い
る
者
が
多
い
。
た
だ
し
、
記
載
の
順
番
や
名
前
に
若
干
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。
『
姓
名
録
A
』
は
、
慶
応
元
年
閏
五
月
の
も
の
で
あ
り
九
十
八
名
の
門
人
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
『
姓
名
録
B
』
は
、
塚
原
周
造
が
順
天
堂
に
在
塾
し
て
い
た
元
治
二
年
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
人
数
も
ほ
ぼ
同
数
で
あ
り
、
順
天
堂
塾
に
お
い
て
同
系
統
の
門
人
帳
を
写
し
と
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
　
『
姓
名
録
B
』
は
石
田
松
庵
の
関
係
者
と
考
え
ら
れ
る
飯
山
藩
の
石
田
子
常
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
託
）
よ
っ
て
子
孫
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
　
『
姓
名
録
A
』
は
塚
原
周
造
と
い
う
門
人
の
子
孫
宅
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
い
う
共
通
点
も
あ
る
。
　
そ
れ
ぞ
れ
の
姓
名
録
の
記
載
の
仕
方
を
比
較
し
て
み
る
と
、
『
姓
名
録
B
』
の
う
ち
最
初
の
七
十
九
名
の
門
人
名
は
楷
書
で
書
か
れ
て
お
り
、
後
半
の
残
り
の
門
人
名
は
異
な
っ
た
字
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
順
天
堂
に
備
え
て
あ
っ
た
門
人
帳
を
写
し
取
っ
た
石
田
松
庵
、
塚
原
周
造
が
在
塾
中
の
新
し
い
入
門
者
を
記
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
　
楷
書
で
書
か
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
『
姓
名
録
A
』
の
人
名
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
双
方
の
門
人
帳
と
も
後
筆
と
考
え
ら
れ
る
部
分
に
は
共
通
す
る
人
名
が
な
い
。
　
今
回
見
つ
か
っ
た
『
姓
名
録
A
』
の
十
二
名
の
門
人
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
順
天
堂
門
人
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
門
人
十
二
名
に
つ
い
て
、
出
身
地
と
し
て
記
載
さ
れ
た
地
域
に
照
会
し
て
わ
か
っ
た
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
「上
毛
金
山
麓
太
田
之
人
　
塚
越
良
三
」
　
明
治
二
十
年
一
月
に
多
田
元
吉
の
撰
文
に
よ
り
一
族
と
考
え
ら
れ
る
塚
原
久
太
（5
7
）
郎
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
「
塚
越
鈴
彦
ノ
碑
」
に
経
歴
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
記
載
に
よ
る
と
、
弘
化
二
年
三
月
七
日
に
上
野
国
新
田
郡
太
田
村
に
塚
越
弥
兵
衛
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
通
称
を
寅
之
助
、
良
三
、
の
ち
に
鈴
彦
と
称
し
た
。
幼
時
よ
り
学
問
を
好
み
、
十
六
歳
で
江
戸
に
出
て
漢
学
を
学
ん
だ
。
続
い
て
横
浜
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で
英
学
を
学
び
、
明
治
元
年
八
月
に
若
狭
小
浜
藩
に
英
学
教
授
と
し
て
招
か
れ
、
三
十
五
石
を
給
わ
っ
た
。
明
治
三
年
五
月
に
米
国
に
渡
り
化
学
と
商
学
を
学
び
、
明
治
六
年
九
月
に
帰
国
し
た
。
同
年
十
一
月
国
債
寮
十
等
出
仕
、
明
治
七
年
二
月
に
租
税
寮
関
税
局
に
転
じ
、
明
治
十
一
年
七
月
に
は
大
蔵
三
等
属
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
し
て
明
治
十
五
年
二
月
に
は
検
査
課
長
と
な
っ
た
。
明
治
十
九
年
三
月
十
日
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）
四
十
二
歳
で
病
死
し
、
東
京
谷
中
天
王
寺
に
葬
ら
れ
た
。
　
残
念
な
が
ら
碑
文
で
は
佐
倉
順
天
堂
に
学
ん
だ
記
録
は
確
認
で
き
な
い
が
、
江
戸
に
出
て
学
ん
で
い
る
時
に
佐
倉
順
天
堂
の
門
を
た
た
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
「加
州
藩
　
林
久
馬
」
　
加
賀
藩
士
と
考
え
ら
れ
る
が
不
明
。
「江
府
下
谷
住
人
　
古
山
亮
宇
子
」
　
不
明
「加
州
藩
　
坂
井
惣
太
夫
」
　
加
賀
藩
士
と
考
え
ら
れ
る
が
不
明
。
「若
州
藩
　
井
汲
新
太
郎
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
5
）
若
狭
小
浜
藩
士
に
井
汲
家
が
あ
る
。
幕
末
期
の
「
小
浜
藩
家
臣
由
緒
書
」
に
よ
る
と
、
井
汲
家
の
六
代
目
と
し
て
、
元
治
元
年
五
月
に
六
十
二
歳
に
な
る
井
汲
六
左
衛
門
直
養
と
、
同
年
に
三
十
二
歳
に
な
る
総
領
の
井
汲
熊
太
郎
直
正
の
名
前
が
み
え
る
。
こ
の
史
料
に
は
惣
領
の
記
載
し
か
な
い
た
め
に
井
汲
新
太
郎
の
名
前
は
見
え
な
い
が
、
こ
の
一
族
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
「彦
根
　
脇
力
」
　
彦
根
藩
士
の
履
歴
を
集
め
た
「侍
中
由
緒
帳
」
　
　
〔
6
0
）
二
十
五
に
よ
る
と
、
脇
力
は
彦
根
藩
士
脇
源
太
兵
衛
家
九
代
目
の
脇
忠
重
の
養
弟
と
し
て
名
前
が
で
て
く
る
。
そ
し
て
、
慶
応
二
年
二
月
十
五
日
に
洋
学
修
行
の
た
め
江
戸
行
き
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
四
年
の
「
彦
根
藩
士
戸
籍
簿
」
に
は
、
脇
力
と
同
…
人
物
と
思
わ
れ
る
、
脇
忠
重
の
弟
他
三
郎
が
明
治
元
年
六
月
に
一
代
限
り
八
石
五
斗
で
召
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
四
年
段
階
で
三
十
二
歳
で
あ
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
代
の
彦
根
藩
職
員
を
記
し
た
史
料
「
職
員
」
に
は
、
学
校
の
項
目
で
副
教
校
を
つ
と
め
る
四
名
の
内
の
一
人
で
あ
る
。
　
こ
の
脇
力
に
つ
い
て
も
、
江
戸
で
洋
学
を
学
ん
だ
事
は
史
料
か
ら
う
か
が
え
る
が
、
順
天
堂
で
学
ん
だ
こ
と
ま
で
の
追
跡
は
で
き
な
か
っ
た
。
「庄
内
　
大
井
英
之
助
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ω
）
　
庄
内
藩
酒
井
家
の
慶
応
四
年
の
分
限
帳
に
よ
る
と
、
「
御
医
師
　
百
二
十
石
大
井
周
敬
」
「
御
医
師
　
五
人
扶
持
　
大
井
恵
益
」
「
御
医
師
格
　
三
人
扶
持
　
大
井
有
格
」
と
い
う
三
名
の
大
井
姓
の
庄
内
藩
医
が
で
て
く
る
。
大
井
恵
益
は
一
代
の
取
り
立
て
で
あ
り
、
大
井
恵
益
の
嫡
子
が
有
格
と
の
記
載
が
あ
る
。
そ
の
た
め
庄
内
藩
医
の
大
井
家
は
二
家
で
あ
る
。
　
ま
た
、
明
治
二
十
年
の
西
田
川
郡
郷
村
の
医
師
名
の
な
か
に
、
早
田
村
の
医
師
と
し
て
大
井
友
益
と
い
う
人
名
が
出
て
く
（6
3
）
る
。
名
前
に
「
益
」
の
字
を
使
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
井
恵
益
に
つ
な
が
る
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
　
以
上
の
史
料
か
ら
は
大
井
英
之
助
の
名
前
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、
庄
内
藩
医
の
大
井
家
の
一
族
に
結
び
付
く
可
能
性
が
あ
る
。
「阿
州
藩
　
竹
中
銀
之
進
」
　
阿
波
藩
蜂
須
賀
家
中
に
は
、
竹
中
富
太
郎
家
（
百
石
）
、
竹
中
万
平
家
（
七
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）
四
人
扶
持
）
、
竹
中
又
左
衛
門
家
（
十
石
五
人
扶
持
）
が
あ
る
。
　
こ
の
諸
家
に
は
医
師
の
家
系
は
な
く
、
竹
中
銀
之
進
が
ど
の
家
の
出
身
か
は
不
明
で
あ
る
。
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「
江
都
　
河
合
詮
吉
郎
」
　
不
明
。
「若
州
藩
　
井
坂
静
太
郎
正
名
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）
若
狭
小
浜
藩
士
に
井
坂
姓
が
な
く
不
明
。
「武
州
杉
戸
　
菅
原
寿
喜
代
」
　
武
州
杉
戸
と
は
日
光
道
中
杉
戸
宿
の
こ
と
で
あ
る
が
、
　
　
　
（
6
6
）
明
で
あ
る
。
現
在
菅
原
姓
は
な
く
不
　
「
江
都
　
河
亘
」
　
　
不
明
。
　
以
上
、
十
二
名
の
門
人
は
い
ま
ま
で
門
人
と
し
て
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
人
名
で
あ
る
。
経
歴
が
不
明
な
人
物
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
追
跡
し
て
ゆ
き
た
い
。
お
わ
り
に
　
本
稿
で
は
、
佐
倉
順
天
堂
の
門
人
帳
『
佐
倉
順
天
塾
社
中
姓
名
録
』
に
で
て
く
る
門
人
た
ち
に
つ
い
て
、
全
国
各
地
に
対
す
る
追
跡
調
査
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
門
人
た
ち
は
全
国
各
地
に
点
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
所
在
と
各
自
の
事
蹟
の
把
握
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。
　
た
だ
、
二
名
の
門
人
「
西
友
輔
」
「
塚
原
周
造
」
に
つ
い
て
は
関
係
史
料
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
、
門
人
の
所
在
調
査
で
得
ら
れ
た
結
果
を
も
と
に
し
て
、
順
天
堂
塾
の
門
人
の
具
体
的
な
姿
に
つ
い
て
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
史
料
を
発
掘
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。
　
順
天
堂
の
門
人
に
つ
い
て
は
、
出
身
地
が
不
明
で
人
名
の
み
知
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
「
地
域
蘭
学
の
総
合
研
究
」
の
一
環
と
し
て
作
成
を
進
め
て
い
る
蘭
学
塾
門
人
帳
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
門
人
調
査
に
お
け
る
新
た
な
可
能
性
が
開
け
て
ゆ
く
と
考
え
て
い
る
。
註（
1
）
　
昭
和
五
十
五
年
五
月
、
学
校
法
人
順
天
堂
発
行
。
（
2
）
　
こ
の
門
人
名
は
明
治
十
六
年
七
月
に
谷
中
墓
地
に
建
立
さ
れ
た
「
佐
藤
尚
中
先
生
頒
徳
碑
」
　
　
の
裏
面
に
刻
ま
れ
た
建
設
の
発
起
人
や
寄
付
者
と
し
て
の
門
人
名
な
ど
を
も
と
に
し
て
い
る
　
　
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
同
一
人
物
で
改
名
し
た
も
の
を
別
の
人
物
と
し
て
二
重
に
記
載
し
　
　
た
例
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
（
3
）
　
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
蔵
。
（
4
）
　
平
成
八
年
三
月
、
佐
倉
日
蘭
協
会
発
行
。
調
査
や
編
集
に
つ
い
て
筆
者
が
担
当
し
た
。
（
5
）
　
『
岩
手
県
医
師
会
史
』
下
巻
。
（
6
）
　
同
右
。
（
7
）
　
『
遠
田
郡
医
師
会
史
』
昭
和
五
十
八
年
、
湧
谷
町
教
育
委
員
会
提
供
。
（
8
）
　
『
遠
田
郡
医
師
会
史
』
。
（
9
）
　
免
許
状
を
子
孫
で
あ
る
島
田
誉
志
男
氏
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
（
1
0
）
　
富
岡
市
教
育
委
員
会
提
供
資
料
。
（
1
1
）
　
館
林
教
育
委
員
会
提
供
資
料
。
（
1
2
）
　
『
足
利
市
医
師
会
史
』
通
史
編
、
平
成
三
年
、
足
利
市
医
師
会
発
行
。
（
1
3
）
　
岩
井
市
教
育
委
員
会
提
供
資
料
『
岩
井
市
資
料
目
録
第
一
集
　
高
野
み
つ
江
家
文
書
』
参
照
。
（
1
4
）
　
『
吉
田
町
史
』
吉
田
町
教
育
委
員
会
、
昭
和
五
十
七
年
。
以
下
の
岩
崎
隆
道
関
係
資
料
は
吉
　
　
田
町
新
井
政
幸
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
（
1
5
）
　
『
田
中
千
弥
日
記
（
明
治
辛
未
帖
）
』
吉
田
町
教
育
委
員
会
、
昭
和
四
十
三
年
。
（
1
6
）
　
「
岩
崎
隆
道
翁
墓
」
銘
文
。
（
1
7
）
　
木
曽
福
島
町
教
育
委
員
会
提
供
資
料
。
（
1
8
）
　
高
遠
町
図
書
館
所
蔵
、
高
遠
町
教
育
委
員
会
提
供
。
（
1
9
）
　
亀
田
町
教
育
委
員
会
提
供
資
料
に
よ
る
。
（
2
0
）
　
亀
田
町
教
育
委
員
会
の
ご
教
示
に
よ
る
。
（
2
1
）
　
『
福
井
県
医
師
会
史
　
第
二
巻
・
資
料
編
』
（
2
2
）
　
『
福
井
県
医
学
史
』
昭
和
四
十
三
年
、
『
福
井
県
医
師
会
史
（
第
二
巻
・
資
料
編
ご
昭
和
六
　
　
十
一
年
、
「
寛
政
改
御
家
人
帳
　
三
之
上
」
（
『
鯖
江
市
史
』
第
五
巻
）
。
（
2
3
）
　
「
天
保
改
小
頭
以
下
代
数
書
　
六
」
（
『
鯖
江
市
史
』
第
六
巻
）
。
（
2
4
）
　
「
府
中
本
多
家
家
臣
録
（
二
）
」
所
収
。
272
土佐博文［佐倉順天堂門人とその広がり］
（
2
5
）
　
安
田
仁
一
郎
著
、
昭
和
六
年
五
月
発
行
。
（
2
6
）
　
『
滋
賀
県
医
師
会
七
十
年
史
』
。
（
2
7
）
　
伊
良
子
光
義
「
明
治
初
年
に
お
け
る
滋
賀
県
の
医
学
教
育
に
つ
い
て
　
附
村
治
重
厚
氏
の
　
　
略
伝
」
（
『
医
課
復
刊
』
九
）
、
『
滋
賀
県
医
師
会
七
十
年
史
』
『
滋
賀
県
医
師
会
創
設
百
周
年
記
　
　
念
史
』
。
（
2
8
）
　
和
泉
市
教
育
委
員
会
所
蔵
杉
浦
家
史
料
。
（
2
9
）
　
米
田
正
治
『
松
江
文
庫
4
　
続
島
根
医
家
列
伝
』
昭
和
五
十
三
年
。
（
3
0
）
　
大
塚
益
郎
『
井
原
後
月
人
物
誌
』
昭
和
五
十
七
年
）
。
（
3
1
）
　
芳
井
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
の
提
供
資
料
に
よ
る
と
、
菩
提
寺
で
あ
る
妙
善
寺
に
墓
所
が
　
　
あ
り
、
そ
の
経
歴
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
（
3
2
）
　
『
蘭
医
佐
藤
泰
然
』
二
三
一
頁
の
門
人
名
一
覧
。
（
3
3
）
　
「
窪
田
亮
貞
日
記
」
（
広
島
県
歴
史
博
物
館
窪
田
家
文
書
）
の
明
治
五
年
九
月
二
十
七
日
の
　
　
条
に
は
窪
田
堅
三
が
九
月
二
十
日
に
死
去
し
た
と
の
記
事
が
出
て
い
る
（
広
島
県
歴
史
博
物
　
　
館
『医
師
窪
田
次
郎
の
自
由
民
権
運
動
』
二
五
頁
）
。
（
3
4
）
　
有
元
正
雄
他
著
『
明
治
期
地
方
啓
蒙
思
想
家
の
研
究
ー
窪
田
次
郎
の
思
想
と
行
動
ー
』
渓
　
　
水
社
、
昭
和
五
十
六
年
）
。
（
3
5
）
　
福
田
家
資
料
2
4
－
1
、
福
山
城
博
物
館
提
供
。
（
3
6
）
　
『
肥
後
医
育
史
』
（
昭
和
五
十
一
年
二
月
）
、
『
隈
本
古
城
史
』
（
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
　
熊
　
　
本
県
立
第
一
高
等
学
校
）
、
『
熊
本
市
医
師
会
史
』
（
昭
和
五
十
二
年
）
。
（
3
7
）
　
日
産
厚
生
会
佐
倉
厚
生
園
所
蔵
、
佐
倉
市
寄
託
、
雄
松
堂
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
に
よ
っ
た
。
（
3
8
）
　
千
葉
県
立
佐
倉
高
等
学
校
鹿
山
文
庫
所
蔵
。
（
3
9
）
　
日
産
厚
生
会
佐
倉
厚
生
園
所
蔵
、
佐
倉
市
寄
託
「
保
受
録
」
及
び
「
分
限
帳
」
。
（4
0
）
　
同
右
。
（
4
1
）
　
西
美
江
家
文
書
。
（
4
2
）
　
こ
の
署
名
は
『
蘭
医
佐
藤
泰
然
』
六
三
頁
に
も
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（4
3
）
　
註
（
3
7
）
と
同
じ
。
（
4
4
）
　
津
山
洋
学
資
料
館
長
下
山
純
正
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
（
4
5
）
　
鈴
木
秀
幸
「
地
方
史
と
大
学
史
ー
茨
城
県
千
代
川
村
に
お
け
る
明
治
青
年
の
夢
を
追
っ
　
　
て
ー
」
（
『
地
方
史
研
究
』
二
九
七
、
二
〇
〇
二
年
六
月
）
。
（
4
6
）
　
大
正
十
四
年
五
月
に
彼
の
海
事
関
係
五
十
年
記
念
祝
賀
会
委
員
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
。
（
4
7
）
　
『
塚
原
夢
舟
翁
』
の
記
載
で
は
文
久
三
年
に
入
門
と
あ
る
が
、
実
際
は
元
治
元
年
の
入
門
で
　
　
あ
る
。
（
4
8
）
　
塚
原
宏
一
家
文
書
、
元
治
元
年
十
月
一
日
～
二
年
正
月
二
十
九
日
の
記
載
が
あ
る
。
鈴
木
　
秀
幸
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
塚
原
周
造
関
係
史
料
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
千
代
川
村
史
編
　
　
さ
ん
室
赤
井
博
之
氏
に
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。
（
4
9
）
　
千
原
貫
一
は
、
現
在
の
岡
山
県
井
原
市
出
身
の
門
人
。
（
5
0
）
　
塚
原
宏
一
家
文
書
。
（
5
1
）
　
「
順
天
堂
の
創
立
と
其
堂
号
の
由
来
に
つ
い
て
、
並
佐
倉
順
天
堂
塾
生
々
活
の
一
般
」
（
『
順
　
　
天
堂
医
事
研
究
会
雑
誌
』
五
二
五
）
。
（
5
2
∀
　
「
ゾ
ン
タ
ク
」
と
は
「
ド
ン
タ
ク
」
と
同
意
で
、
「
休
日
」
の
意
味
で
あ
る
。
『
日
本
国
語
大
　
　
辞
典
』
第
二
版
、
第
八
巻
。
（5
3
）
　
『
蘭
医
佐
藤
泰
然
』
。
（
5
4
）
　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
第
＝
巻
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
。
（
5
5
）
　
塚
原
宏
一
家
文
書
。
（
5
6
）
　
『
順
天
堂
史
』
上
巻
。
（
5
7
）
　
『
太
田
市
史
史
料
編
近
現
代
』
に
は
、
明
治
三
十
七
年
に
足
袋
商
と
し
て
名
前
が
出
て
く
る
。
（
5
8
）
　
富
岡
牛
松
著
『
金
山
太
田
誌
』
（
昭
和
九
年
）
。
太
田
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
穴
原
氏
の
　
　
提
供
に
よ
る
。
（
5
9
）
　
小
浜
市
教
育
委
員
会
提
供
史
料
。
（
6
0
）
　
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
。
『
侍
中
由
緒
帳
』
第
七
刊
と
し
て
翻
刻
。
彦
根
城
博
物
館
史
料
課
野
　
　
田
浩
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
（
6
1
）
　
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
、
重
要
文
化
財
「
井
伊
家
文
書
」
。
（
6
2
）
　
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
秋
保
良
氏
提
供
『
荘
内
史
要
覧
』
所
収
。
（
6
3
）
　
『
鶴
岡
地
区
医
師
会
百
年
史
』
。
（
6
4
）
　
『
徳
島
藩
士
譜
』
中
巻
、
昭
和
四
十
七
年
、
徳
島
藩
士
譜
刊
行
会
。
徳
島
城
博
物
館
須
藤
茂
　
　
樹
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
（
6
5
）
　
杉
戸
町
教
育
委
員
会
か
ら
の
情
報
に
よ
る
。
（
6
6
）
　
小
浜
市
教
育
委
員
会
か
ら
の
情
報
に
よ
る
。
［付
記
］
　
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
使
用
し
た
順
天
堂
の
門
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
お
よ
び
そ
の
ま
と
め
は
、
筆
者
が
佐
倉
市
教
育
委
員
会
在
職
中
の
業
務
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
収
集
し
た
資
料
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
佐
倉
市
教
育
委
員
会
文
化
課
に
感
謝
し
た
い
。
　
ま
た
、
順
天
堂
門
人
で
あ
る
西
友
輔
関
係
資
料
の
調
査
で
は
所
蔵
者
で
あ
る
西
美
江
氏
、
西
一
雄
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
塚
原
周
造
関
係
資
料
の
調
査
に
つ
い
て
は
所
蔵
者
で
あ
る
塚
原
宏
一
氏
、
千
代
川
村
史
編
さ
ん
専
門
委
員
会
委
員
長
鈴
木
秀
幸
氏
、
千
代
川
村
史
編
さ
ん
室
の
赤
井
博
之
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
（佐
倉
市
役
所
市
史
編
さ
ん
室
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）
　
　
（
二
〇
〇
三
年
五
月
六
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
七
月
一
八
日
審
査
終
了
）
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Stude皿ts　of　the　Sakura　Juntendo　a皿d　T血eir　Spread：Students　ffom　Its　Student
Records　a皿d　a　St皿dy　of　These　Materials
TosA　Hirofumi
Many　students　from　around　Japan　th皿ght　to　number　in　their　thousands　gathered　at　Sakura　Juntendo，　a　school
of　Western　medicine　opened　in　Motomachi，　Sakura　by　Sato　Taizen，　a　practitioner　of　Western　medicine．　Still，
apart仕om　some　well－kno㎜丘gures，　an　overall　picture　of　the　school　is　not　necessarily　clear　Just　as　in　the　case　of
Ogata　Koan’s　Tekijuku，　another　medical　school　in　Osaka，　this　is　due　to　constraints　relating　to　historical　materials
because　of　the　lack　of　extant　student　records　covering　its　entire　history　Although　many　of　the　student’s　names
have　been　cited　in　Ichiro　Murakami’s“Ran’i　Sato　Taizen”（rhe　Western　Physician　Sato　Taizen），　the　absence　of
records　of　their　place　of　origin　makes　it　dif丘cult　to　undertake　a　survey　to　track　down　these　students．
　　　It　is　under　such　circumstances　that　this　paper　presents　the　situation　of　students　for　a　certain　period，　for　which
the　recording　of　places　of　origin　for　these　students　is　indeed　valuable．　Thus，　this　paper　introduces　students　for
which　details　are　available　and　examines　their　diffUsion　throughout　the　country　on　the　basis　of　the　findings　of　a
survey　undertaken　on　students　who　were　recorded　in　the　Sakura　Juntenjuku　Shachu　Seimeirokuσuntendo
School　Register　of　Names）dating廿om　May　1865．
　　　This　paper　also　introduces　historical　materials　related　to　Nishi　Tomosuke，　a　physician　fOr　the　Sakura　feudal
domain　who　was　active　as　a　military　physician　in　the　Me亘i　Period，　and　Tsukahara　Shuzo，　a　native　of　Chiyokawa
village　in　Ibaraki　Pre飴cture　who　was　an　of丘cial　during　the　MeUi　Period．　In　the　case　of　both　these　students　it　was
possible　through　the　survey　to　con五rm　the　whereabouts　of　their　descendents．
　　　Lastly，　I　introduce　the　Juntenjuku　Seimeirokuσunten　School　Name　Register）which　was　found　among
materials　relating　to　Tsukahara　Shuzo　in　the　course　of　the　survey　and　which　he　is　believed　to　have　compiled
while　at　Juntendo．　This　has　been　used　to　make　a　study　by　conducting　a　comparative　study　with　student　records
whose　existence　has　been　known　about　for　some　time．
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